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1. ᗎㄽ

1.1㻌◊✲䛾⫼ᬒ

高齢者の身体能力が低下する要因の 1 つに、 転倒に

よる怪我がある。 高齢者の 1 年間の転倒発生率は 10 〜

30％ 1.1)、 1.2)、 注 1 である他、 一度転倒した高齢者のうち約半

数が複数回の転倒を経験している 1.3)。 さらに「転倒・骨折」

は脳血管疾患や認知症とともに要介護者となる 3 大要因の

1 つとなっており、 転倒予防注 2 が介護予防の重要な課題

となっている 1.4)。

高齢化が進み平均寿命が伸びる中、 自宅での療養を望

む人が増えている一方で独居率も高くなっている。 家族や

友人が近居をしていない単身高齢者の場合、 転倒して動

けなくなった際に発見される手段がなく、 最悪の場合は直

接的には命に関わらない軽い転倒が引き金となって、 死に

至る可能性もある。 さらに問題となるのは、 怪我をしなかっ

た場合でも転倒に対する恐怖感が生じ、 外出頻度が低下

することである。

このように高齢期の転倒は、 生活範囲の縮小など高齢者

の生活の質にも直接影響し、 様々な問題と複合的に関わ

る。 超高齢社会の日本における重要な課題となっている。
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The final objectives of this study are to create a mechanical and systematic model of falls through 
classification of fall types and to propose the effective architectural measures that can prevent elderly 
from falling, because falls of the elderly are the most severe problem for them. In three residential 
districts, door to door interview surveys were conducted for the elderly aged over fifty years old living 
in their house by asking when and how they fell. The total number of their falls was forty-four times in 
twenty-five participants. These cases are classified into six fall types, and there are eighteen fall modes. 
Our result has revealed that mechanism of falls and acquired the fall models which can briefly explain 
transition process of falls. The series of models can be useful to prevent seniors
 falls and how the 
elderly continue to live in their house.

Modeling of Fall-Process Based on Actual Conditions of Falls 
for the Elderly Living in Their Residence

- A Qualitative Study in Bunkyo Ward, Yokohama City and Kashiwa City -
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1.2㻌◊✲┠ⓗ

௨ୖのように高齢期の転倒は外出ᢚไやᐷたきりなどの

生活のኚ化に⧅がるཎ因となる他、 ධ院や手⾡をకう怪我

の場合はఫみ័れた地域での自❧した居ఫ⥅⥆を㜼ᐖす

る要因にもなりうる。 しかし転倒に至る䝥䝻䝉䝇や転倒の直

接的なཎ因となる⎔ቃ的 ・ 建築的な要因については明ら

かにされていないⅬがከく、 特に自宅や地域という生活඲

体における転倒予防について体系的に㏙䜉た研究はない
注 3。 本研究の┠的は在宅高齢者の転倒஦౛から自宅や

地域で発生する転倒ᐇែを明らかにするとともに、 転倒の

仕方のศ㢮と䛭の䝥䝻䝉䝇のモデル化を⾜なうことである。

2.2㻌⪁年་Ꮫ䜔⌮Ꮫ⒪ἲ䚸 ᩚᙧእ⛉な䛹䛾་Ꮫ⣔◊✲

転倒は䛭も䛭も高齢者のみに㉳こる問題ではなく、 ඲て

のୡ௦で生じる⌧㇟である。 しかしⱝ年ᒙでは䛭れ䜋ど問

題にならない転倒も、 高齢者では怪我や骨折を引き㉳こす

ことで、 ᐷたきりや外出ᢚไなどの大きな生活ኚ化をもた

らす可能性が高くなる。 この୺たるཎ因は、 加齢にకう身

体機能などの低下である。 医学系では高齢者の内的因子

を中ᚰとした研究が数ከくᏑ在するが、 䛭のᢅいには䝁ン

䝉ン䝃䝇がなくᩥ⊩により様々である。 ౛え䜀、 ඛにᣲ䛢

た内的因子ཬび外的因子のศ㢮においても、 㕥木 (2003)

は転倒に関わる内的因子として 「身体的疾患」、 「⸆≀」、

「加齢ኚ化」 の 3 つをᣲ䛢る 2.1) が、 ゅ田ら (2008) は、 ྠ

じ内的要因 (㻩 内的因子注 4) を 「㐠動要因」、 「感ぬ要因」、

「高ḟ脳機能要因」、 「ᚰ理要因」 の 4 つにศ㢮したୖで、

⸆≀要因に関しては外的要因にศ㢮している 2.2)。 日本⪁

年医学会では転倒に関わる内的要因を、1. 䜑䜎いやኻ⚄、

2. 䛫䜣ዶや㘒஘、 3. Ṍ⾜㞀ᐖ、䚷4. ᗫ⏝㞀ᐖ、䚷5. ど力㞀

ᐖ、䚷6. 㓖㓁、䚷7. ⸆≀の౑⏝ ( ╧╀⸆、 ྥ⢭⚄⸆、 ᢠ䝠

䝇䝍ミン⸆、㝆ᅽ⸆、血⢾㝆下⸆など ) の 7 つとしている 2.3)。

さらに、 高齢になるにᚑって様々な疾患を身体にᢪえる

ことで、 ධ院したり⸆≀の౑⏝が増加しୖグの要因を複数

ᢪえる場合もከくある。

ここで、 医学系の転倒に対する䜰䝥䝻ー䝏を転倒๓ᚋの

時系ิを㋃䜎え、 ௨下のᅗ 1 に♧すように 「㻭. 転倒๓」、

「㻮. 転倒直ᚋ ( 数日௨内 )」、「㻯. 転倒直ᚋ ( 数㐌間௨内 )」、

「㻰. 転倒ᚋ」 の 4 つにศ㢮してᩚ理する。

2.㻌㌿ಽにᑐ䛩るྛศ㔝䛛䜙䛾䜰䝥䝻䞊䝏

2.1㻌ᴫせ

➨ 1 ❶で見たように、 転倒には様々な要因が関わってい

る。高齢者の転倒䝸䝇䜽としては୺に身体疾患や᭹⸆≧ἣ、

加齢ኚ化を中ᚰとした身体的要因である内的因子と、 ≀

的⎔ቃの外的因子の 2 つがᣲ䛢られる。 内的因子に関し

ては医学系の研究のうち、 特に理学療ἲにおける研究が

数ከくある。 一方で外的因子に関する研究では、 建築構

㐀やᗋᮦといった⎔ቃに関する研究、 建築ィ⏬による在

宅や᪋タを中ᚰとした研究がከい。 䜎た、 ୧ศ野をᶓ᩿

した研究も見られる。

本❶では、 医学系と工学系のศ野を中ᚰとして、 日本に

おいて転倒がどのように研究されてきたかについて䜎と䜑る

ことで、 本研究の఩⨨䛵けを♧す。

用語 定義

転倒 受傷の有無に関係なく、本人の意志によらずに何らかの原因によって腰より下の平面へ
倒れ込むこと。

転落
受傷の有無に関係なく、本人の意志によらずに何らかの原因によって腰より下の平面へ
落下すること。ただし、その一連の動作中に身体がどこにも触れていない場合とする。

手順 研究・調査内容 研究手法 調査場所

1 調査対象者の抽出 2013年度の質問紙調査の分析 青葉区、文京区、柏市

2 転倒の実態把握 自宅訪問調査(インタビュー及び実測調査) 青葉区、文京区、柏市

3 転倒パターンの分類 自宅訪問調査の分析 青葉区、文京区

4 転倒パターンの検証 自宅訪問調査の分析 柏市

5 転倒プロセスのモデル化 3地域の調査結果の分析 青葉区、文京区、柏市

時間

転倒

A. 転倒前

C. 転倒直後 ( 数週間以内 )

D. 転倒後

自宅 自宅

B. 転倒直後 ( 数日以内 )

※斜線部は、 症状や治療成績によって該当しない場合もある

急性期病院 回復期リハ病院手術

居住 ・生活場所

1.4㻌◊✲計⏬と◊✲ᡭἲ

本研究では、 東京大学高齢社会総合研究機構が 2013

年度にᐇ᪋した転倒経験のある在宅高齢者に対する質問

⣬ㄪᰝ 1.7)、 1.8) をᇶに転倒経験者のᢳ出し、 䜲ン䝍䝡䝳ー ・

ᐇ ㄪᰝを⾜なった。 ⾲ 2 に研究ィ⏬と手ἲを♧す。

⾲ 1㻌㌿ಽ 䞉㌿ⴠ䛾定⩏

⾲ 2㻌◊✲計⏬と◊✲ᡭἲ

ᅗ 1㻌㌿ಽに㛵䛩る᫬⣔ิと㧗㱋⪅䛾⏕ά場所䛾ኚ㑄

1.3㻌㌿ಽ䛾定⩏

「転倒」 は研究によって♧す範囲が␗なり、 ⤫一的な見

ゎはᏑ在しない䠊 特に 「転倒」 と 「転ⴠ」 の༊ูはㄽᩥ

䛤とに␗なる。 䛭こで᪤ 研究 1.5)、 1.6) をᇶに本研究におけ

る転倒 ・ 転ⴠを⾲ 1 のようにᐃ⩏するとともに、 研究対㇟

を転倒に㝈ることとする。

㻭.㻌㌿ಽ前

౛え䜀⪁年医学の研究は、 ⪁年期にみられる疾患を中

ᚰとしているた䜑、 高齢者における発生率が高い転倒 ・

骨折も研究対㇟となる。 䝣䝺䜲ルや䝻䝁モ䝔䜱䝤・䝅ンド䝻ー

䝮といった高齢者特᭷の症≧を♧すᴫᛕからもศかる㏻り、

年齢のୖ᪼にకう身体機能低下をᢅうた䜑、転倒๓の 「予

防注 5」 も重要となる。 ಶ人や㞟ᅋのデー䝍から転倒の䝸䝇

䜽䝣䜯䜽䝍ーをྠᐃし、 転倒のཎ因となる⑓ែをศ㢮したり
2.1)、 2.2)、 転倒経験や転倒ᚋに生じる恐怖感と転倒予防に

対するព㆑ኚ化のㄪᰝを⾜なったりする 2.4)、 2.5) 他、 䝣䝺䜲

ルや䝻䝁モ➼の⏝ㄒのᬑཬに見られるようにᕷẸ䜈のၨⵚ

を⾜なうこともある 2.6)。 䜎た、 転倒ᚋの䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅ョンに

おいて⾜われる㐠動療ἲは、 日ᖖ生活䜈の᚟ᖐとともに
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ḟの転倒を予防するព࿡合いをᣢつ。 より身体的な機能

に╔┠した研究は、䝞䜲䜸メ䜹䝙䝈䝮注 6 のศ野に見られる。

感ぬと動的❧఩䝞䝷ン䝇 2.7)、 ある動సに対する身体動ᦂと

関⠇にかかるモーメントのゎᯒ 2.8) といった感ぬや動సに関

する研究の䜋か、 ある転倒が引き㉳こす骨折のメ䜹䝙䝈䝮
2.9)、 転倒䝸䝇䜽や䛭のホ౯に関する研究 2.10)、 2.11)、 2.12)、 2.13)、

転倒予防䛭のものの研究 2.14) も⾜われている。 転倒発生

時のጼໃไᚚやṌ⾜≧ែ、 重ᚰ⛣動➼のㄪᰝによってつ

䜎䛪きや⁥りといった特ᐃの転倒をᢅう研究はከくある 2.16)、

2.17)、 2.18) ものの、 䛭も䛭もの転倒の仕方自体をᐃ⩏する研

究は、ᐃ⩏のᚲ要性にゝཬした大ῲ (2003) による研究 2.18)

の他、 長谷ᕝら (2013) によるつ䜎䛪きによる転倒を間接的

にᐃ⩏した研究 2.19) を㝖くと䜋と䜣ど見られない。

㻮.㻌㌿ಽ┤ᚋ ( ᩘ᪥以内 㻕

ᩚᙧ外科やᩆ命ᩆᛴにおいて、 転倒 ・ 骨折はከくを༨

䜑ている。 東京ᾘ防ᗇのᩆᛴᦙ㏦デー䝍によると、 ஦ᨾ

✀ูの 8 ๭が 「こ䜝䜆஦ᨾ」 であり、 䛭のうちධ院がᚲ要

なものは 4 ๭䜋どとなっている 2.20)。

特に大⭣骨近఩㒊の骨折はᐷたきりやṌ⾜ᅔ㞴になる䝸

䝇䜽が高く、 ከくの場合において手⾡による᪩期἞⒵を┠

ᣦす注 6。 ⮫ᗋ研究では、 これらの骨折の✀㢮に対してい

かなる἞療方ἲをྲྀるかが重要な課題であり、 すでにከく

の研究がなされている 2.21)、 2.22)、 2.23)。 このような性質ୖ、 ⮫

ᗋ研究においては転倒๓の≧ἣに関する研究はなく、 転

倒直ᚋのᩆᛴᦙ㏦ᚋのデ᩿にጞ䜎り、 骨折の㒊఩や✀

㢮、἞療方ἲの᳨ウཬび἞療ᡂ⦼が୺となる。 場合によっ

ては、 ἞療経㐣ほᐹ中の 2 ḟ骨折の஦౛報࿌もあり 2.24)、

症౛数の✚み重䛽や⤫ィศᯒが重要であることがศかる。

㻯.㻌㌿ಽᚋ ( ᩘ㐌㛫以内 㻕

ここではᛴ性期から回᚟期にかけての䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅ョン

( ௨下䝸䝝䝡䝸 ) が重要となる。 ධ院をకう骨折の中で特に

重症度の高い場合には、 䝸䝝䝡䝸内ᐜが㏥院ᚋの高齢者

の生活に大きく影響する。 䝸䝝䝡䝸には理学療ἲ、 సᴗ療

ἲ、 ゝㄒ療ἲがある。 「ᇶ本動స能力の෌⋓ᚓと 㻭㻰㻸 引⏝

者注 8 のྥୖをᅗり、 活動性を増加さ䛫ることで患者の生活

能力をྥୖさ䛫、 在宅᚟ᖐと社会᚟ᖐを┠ᣦす」 2.25) 理

学療ἲ士の専㛛性が活かされるのが、 Ṍ⾜能力のྥୖで

ある。 సᴗ療ἲのᙺ๭の 1 つには、 「患者の生活の෌構

築にᚲ要な日ᖖ生活の活動度を᪩期にྥୖさ䛫る」 2.25) こ

とがあり、 ᣦඛを౑った動సといった様々な動సのᨭ᥼を

⾜なうが、 特に転倒に関わるのは、 䝧䝑ド 㻙 ㌴᳔子の⛣஌

やト䜲䝺動సである。 ゝㄒ療ἲでは脳㞀ᐖや認知機能㞀

ᐖをもっている患者のᨭ᥼を⾜なうが、転倒に関しては 「高

ḟ機能㞀ᐖの㞀ᐖീや䛭の程度を総合的にุ᩿し」 2.25)

転倒䝸䝇䜽の予 や対⟇をㅮじる。

᪤ 研究の中で特にከく見られるのは理学療ἲのศ野

で、 重ᚰ⛣動と䝞䝷ン䝇に関する研究 2.26)、 2.27) の他、 㢌㒊

回᪕ ・ Ⲵ≀ᡤᣢが転倒に୚える影響 2.28)、 2.29)、 2.30)、 ある転

倒の動సゎᯒ 2.31)、 ᪤ 疾患とṌ⾜能力の関㐃について

の研究 2.32) がある。 地域や᪋タにおけるከ数の転倒の症

౛デー䝍を㞟䜑た⤫ィゎᯒ➼の㔞的ㄪᰝの他、 䝅ミ䝳䝺ー

䝅ョンや⿕験者に対するᐇ をྵむ質的研究も⾜われる。

㻰. ㌿ಽᚋ ( ┤ᚋ䛛䜙᏶἞ᚋ䜒ྵ䜐 㻕

┳護学では、 転倒直ᚋから自宅㏥院ᚋ䜎でᖜᗈく見るこ

とがある。 地域における研究では、 1 年間の転倒経験と䛭

のᚋの身体ኚ化の研究 2.33) や、 生活⎔ቃ ・ ⩦័と転倒に

関する研究 2.34) の他、24 年の㏣㊧ㄪᰝを⾜なった研究 2.35)

がある。 ᪋タ内では、 転倒経験がある高齢者の転倒予防

の研究 2.36)、 転倒ᚋの䜿䜰に関する研究 2.37) がある。 䜎た、

䝸䝝䝡䝸のศ野でも、 数年にわたるのධ院患者の஦౛のศ

ᯒによる院内転倒予防の研究 2.38) が見られる。

䛭の他、 䝇キー➼の転倒時の⾜動を中ᚰに䛭の外യを

ᢅった研究がある 2.39)、 2.40)。

2.3㻌建築Ꮫな䛹を୰ᚰと䛧䛯ᕤᏛ⣔◊✲

外的因子に関わるものを、 ௨下のようにศ㢮した。

　㻭.㻌⎔ቃᕤᏛ 䠖ᵓ㐀 䞉ᮦᩱ 䞉ᵓἲ䛾ศ㔝に䛚䛡るᗋᮦと

㻌 㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㌿ಽと䛾㛵ಀ

　㻮. ே㛫ᕤᏛ 䠖㌿ಽ䛾動స䜔ఫᏯ内䛾ᡭ䛩䜚䜔ᩳ㠃䚸

㻌 㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌ẁᕪ䛾◊✲

　㻯.㻌建築計⏬ 㻦 㧗㱋⪅᪋タ䜔་⒪᪋タ

本㡯では、 この 3 つの㡯┠に関して年௦㡰にㄝ明する。

㻭.㻌⎔ቃᕤᏛ

建築において転倒に関する研究が最ึに⾜われたのは、

1968 年の山田、 ᚋ⸨によるもの 2.41) である。 䝔ーマは 「建

≀内㒊における転倒യᐖ防Ṇ」 であり、 対㇟は高齢者に

㝈ら䛪、 建築の中で重症度が高くなる転倒を防Ṇするた

䜑、 転倒した際の⾪ᧁがどのように発生するかを⪃ᐹした

ものである。 ⯆࿡῝いのは、 この研究においてはᦶ᧿によ

る᧿りയを重要どしており、 こすりヨ験機を〇సしたୖで仕

ୖ䛢構ἲの᳨ウを⾜なっているⅬである。 ここでは、 転倒

を 「す䜉る」 と 「つ䜎䛵く 
䛊ママ䛋

注 9」 の 2 ㏻りにศ㢮している。

䛭のᚋ 1980 年௦๓半には小野らによって転倒とᗋの◳

さに関する研究が⾜われているが、 こちらも高齢者を対㇟

としたものではない 2.42)、 2.43)、 2.44)。 特に 2.44) は学ᰯ体⫱㤋

のᗋᮦを対㇟とした研究であり、 ᙜ時は高齢者௨ୖに子

౪の転倒も問題どされていたことがศかる。

1980 年௦ᚋ半からは、 転倒による㢌㒊⾪ᧁを䝔ーマとし

た研究が複数⾜われ 2.45)、 2.46)、 2.47)、 これらは㐲⸨、 Ᏹ野に
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よる転倒ጼໃに関㐃した研究 (2.45) と、 直஭らによるᗋᮦ、

ᗋ構ἲに関㐃する研究 ((2.46)、 (2.47)) にศけられる。

2000 年௦になると人口の高齢化とともに家ᗞ内஦ᨾの増

加が問題となり、 䛭の中でも死ஸ者のከい転倒 ・ 転ⴠ ( ཬ

び⁒Ỉ ) ஦ᨾについてẼ㇟要⣲と㒔ᕷ的⎔ቃ要因の関㐃

を研究した஦౛が見られる ( ୖᆏら、 2003)2.48)。 この研究

はྡྂᒇᕷのᩆᛴᦙ㏦デー䝍を⏝いたもので、 5 年ศの

グ㘓をᇶにしている。 他にもẼ㇟を䝔ーマとしてᢅったもの

には、 Ẽ㇟᮲௳による高齢者の身体活動のኚ化から転倒

が発生しやすい᮲௳を⪃ᐹしている研究 ( 㟷ᰗら、 2004

年 )2.49) がある他、 ṧりは඲て㞷ᅜでの転倒に関するもので

ある ( 田ᮧら、 2004 他 )2.50)、 2.51)、 2.52)、 2.53)。

2000 年௦ᚋ半からはᗋᮦがよりල体的なものとなり、 木

質䝣䝻ー䝸ン䜾ᗋと㢌㒊⾪ᧁ⦆⾪ຠᯝに関するもの ( ෠田

ら、2007)2.54)、ᾎᐊᗋに関するもの ( Ọ田ら、2008 他 )2.55)、2.56)、

2.57)、2.58)、2.59) があるが、䜋と䜣どが高齢者を対㇟としたもので、

ᦶ᧿に関する研究であった。 複数のᗋ仕ୖ䛢ᮦを⏝いて

転倒時のᏳ඲性௨外に軽㔞ᗋ⾪ᧁ㡢㐽᩿性能やṌ⾜感

ぬホ౯を⾜なった研究がある ( 長島ら、 2011)2.60)。 2010 年

௦からは、 ᗋᮦの研究が高齢者᪋タ内での஦౛ㄪᰝが中

ᚰとなる。 これについては、 㻯 で㏙䜉る。

㻮.㻌ே㛫ᕤᏛ

㻭 の⎔ቃ工学では、 転倒した場合の身体に発生する㈇

ᢸや⾪ᧁ、 怪我の程度の軽ῶに関する研究が୺であった

が、 人間工学では、 転倒の際の動సを中ᚰとしている。 こ

のศ野の研究は⎔ቃ工学よりもᚋにጞ䜎り、 1990 年のỌ

田によって⾜われた❧఩ጼໃの対㇟者にᛴ加㏿่⃭を加

える研究 2.61) が最ึと⪃えられる。 ྠ様の研究は 1996 年

ཬび 1998 年にもྠẶらによって⾜われている 2.62)、 2.63) が、

1990年の研究が高齢者の転倒をព㆑していたのに対して、

ᚋ年の 2 つの研究は、 ิ㌴஦ᨾにおいて஌ᐈがཷける⾪

ᧁについてのᐇ験であり、 研究୺᪨は␗なる。 2000 年௦

からは転倒と動సを関㐃௜けた研究が見られ、 2000 年に

ఫྜྷらによって⾜われたつ䜎䛪きの動సゎᯒ 2.64)、 2004 年

には加⸨、 直஭らによる手すりのศ㢮と手すりにかかる転

倒時の人のⲴ重をィ した研究 2.65)、 2010 年のᩪ⸨、 ᮧ

木による䜎た䛞動సのゎᯒ 2.66) がある。 ᒚ≀に関する研究

も人間工学でᢅわれるが、これはḟ⠇でᩚ理する。 さらに、

㌴᳔子の転倒にゝཬしたものとして 1996 年の஭ୖらによ

る研究 2.67)、 2004 年の῝谷による研究 2.68)、 2014 年の三

ᯘらによる研究 2.69) が発⾲されている他、 బ㈡らによる二

重課題᮲௳下におけるṌ⾜⤫ไの研究 2.70)、 2.71) が 2013、

2014 年に、 ⚟஭らによるᩳ㠃における重ᚰ動ᦂの研究 2.72)

が 2014 年に見られるように、 研究対㇟がᗈがっている。

㻯.㻌建築計⏬

建築ィ⏬の関㐃研究は、 ᪋タ内の転倒஦౛ㄪᰝが୺で

ある。 ᪋タ内での転倒のㄪᰝ自体は (2.41) でも見たように

ᙜึから⾜われてきたが、 㻭 で㏙䜉た㏻り、 ึ期は建築

のᏳ඲性としてᗋᮦや構ἲに関㐃௜けた研究がከかった。

研究手ἲでは⤫ィ学的手ἲを⏝いた研究と、 ᐇែㄪᰝと

して஦౛཰㞟した研究の 2 ✀㢮にศけられるが、 ここでは

建築ィ⏬に関わるものをㄪᰝ対㇟場ᡤでศ㢮する。

䜎䛪医療᪋タにおける研究としては、 複数の医療機関に

おける転倒஦ᨾのᐇែㄪᰝ 2.73) や、 転倒がከい⑓ᐊにお

けるト䜲䝺の㓄⨨に関する研究 2.74)、 2.75) がある。 ḟに高齢

者᪋タでは、 ᪋タ内の஦ᨾのᐇែㄪᰝ 2.76)、 ⛣動のᏳ඲

に関する複数᪋タでのㄪᰝ 2.77)、 認知症高齢者に対する

᪋タ内での転倒防Ṇの研究 2.78)、 建≀構㐀やᗋᮦと転倒

のᏳ඲性を⪃៖した三浦らによる一㐃の研究 2.79)、 2.80)、 2.81)、

2.82) がある。 䛭してఫ宅では、 日ᖖ生活の஦ᨾの 1 つとし

て転倒、 転ⴠ、 ቒⴠ、 ⁒Ỉを⤫ィ的にᢅいẚ㍑した研究
2.83) の他、 ᅋ地に居ఫする高齢者の生活ㄪᰝ 2.84)、 自宅

での転倒⫼ᬒのㄪᰝ 2.85)、 疾患がある場合の転倒 2.86)、 ఫ

宅内での転倒場ᡤと≧ἣのㄪᰝ 2.87) がある。このうち、(2.85)

は自宅ゼ問ㄪᰝによって転倒の⫼ᬒを明らかにしているⅬ

で、 (2.87) は高齢者の⪺きྲྀりㄪᰝを⾜っているⅬで本研

究に近いものである。 最ᚋに、 ᪋タではなく地域で⾜われ

た研究としては、 転倒の発生頻度やᐇែをㄪᰝした研究

が複数あるが、 ඲て䜰ン䜿ートᘧのㄪᰝで、 ⤫ィ的手ἲ

によってゎᯒされている 2.88)、 2.89)、 2.90)、 2.91)。

2.4㻌䛭䛾௚ከどⅬに䜘る◊✲

研究によっては、 医学や工学といった 1 ศ野ではなく、

複数の専㛛家がඹྠして研究を⾜なった஦౛もある。 䛭の

ような研究では、 外的因子と内的因子の୧方を⪃៖してい

る場合がከく、 ౛え䜀ඛにୖ䛢た (2.85) では、 ⪁年┳護

と建築の専㛛家がඹྠしている。 䜎た、 (2.74) や (2.75) で

は┳護の❧場から患者の䝍䜲䝥ศけを⾜なったୖで、 転倒

の≀的対⟇を建築学のどⅬから⪃ᐹしている。

䛭の他複数ศ野でのඹྠではないものの、 建築から医

学のศ野に㋃み㎸䜣䛰研究として、 段ᕪやᩳ㊰における

身体䜈の㈇ᢸを⪃៖した小野による研究 2.92) がある䜋か、

㏫の❧場としては医学系で外的因子であるᒚ≀について

⪃ᐹした研究が複数ある 2.93)、 2.94)、 2.95)。 本❶では、 ௨ୖの

ような 2 ศ野に㊬がる研究をከどⅬᆺの研究と࿧䜆。

2.5㻌ᮏ◊✲䛾位置䛵䛡

本研究は建築的な外ᩛ因子に関する⪃ᐹを୺としながら

も、 今䜎で⏬一的にᤊえられてきた 「転倒」 䛭のものの஦

㇟を、医学的などⅬに近く内的因子が関わる 「動స」 によっ
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地区 期間 調査協力者※1、2 戸建住宅居住者 骨折経験者 複数転倒経験者 全転倒経験回数 調査時独居

青葉区 2015年12月 10名(1名) 10名 5名 3名 15回(1回) 0名

文京区 2015年1-2月 8名(1名) 6名 5名 5名(1名) 19回(3回) 2名

柏市 2016年12月 7名(1名) 3名 7名 3名 10回(1回) 1名

※1：文京区、横浜市では夫婦1組を含む　※2：(　)内は男性の回数　※調査対象者の抽出は、質問紙の骨折者を中心に電話で行なった

質問紙配布 : 5000

転倒経験あり : 155

転倒で怪我 : 110
うち骨折 : 22

回収率:9.6%

B. 文京区

うち骨折5：大腿骨1，腰椎1,
      　　　　下肢1，手2

調査実施 : 8 (女性7)

50歳以上※&
研究協力に同意 : 41

うち骨折 : 12

調査対象

 

質問紙配布 : 5000

転倒経験あり : 257

転倒で怪我 : 185
うち骨折 : 35

回収率:15.8%

C. 柏市

うち骨折7：手首3，足首1,
 足先1，肩1, かかと1, 腕2

調査実施 : 7 (女性6)

65歳以上&
研究協力に同意 : 92

うち骨折 : 19

調査対象

 うち骨折5：大腿骨1，腰椎1,
      　　　　下肢1，手2

調査実施 : 10 (女性9)

65歳以上&
研究協力に同意 : 79

うち骨折 : 27

調査対象

質問紙配布 : 5000

転倒経験あり : 238

転倒で怪我 : 176
うち骨折 : 27

回収率:14.0%

A. 青葉区

て⣽かくศᯒする。 このように、 建築のศ野である外的因

子注 10 について῝く᥀り下䛢ながら、 ྠ時に医学的な内的

因子のഃ㠃については医ᖌや理学療ἲ士の⪃ᐹを㋃䜎

え、 ከどⅬᆺ研究の発ᒎᆺとしてのศ野ᶓ᩿ᆺの研究を

┠ᣦす。 ᅗ 2 に、 今䜎で䜎と䜑た᪤ 研究のᴫ要と本研

究の┠ᣦす఩⨨䛵けを♧す。

ᅗ 2㻌ᮏ◊✲と᪤ ◊✲䛾位置䛵䛡

3.㻌⮬Ꮿゼၥㄪᰝに䜘る㌿ಽᐇែ䛾ㄪᰝ

3.1㻌ㄪᰝ地㑅定䛾⤒⦋と地ᇦ≉ᛶ

2013 年度にᐇ᪋した転倒経験者を対㇟とする質問⣬ㄪ

ᰝにおいては、 転倒場ᡤのఫ⎔ቃが転倒ᐇែに୚える影

響を⪃៖し、 居ఫ⎔ቃが␗なる地域として⚄ዉᕝ┴ᶓ὾

ᕷ㟷ⴥ༊ ( ௨下㟷ⴥ༊と⾲グ )、 東京㒔ᩥ京༊、 ༓ⴥ┴

᯽ᕷの 3地域注 11 を㑅ᐃした。

3.2㻌ㄪᰝᑐ㇟⪅䛾ᢳฟ

質問⣬の回⟅⤖ᯝより、 転倒経験者から᮲௳を⤠り自宅

ゼ問ㄪᰝの対㇟者をᢳ出した ( ᅗ 3)。 ここで転倒による怪

我の経験者を᮲௳に加えているのは、 ௨下の 2Ⅼによる。

1、 怪我をした転倒経験者には、 転倒の๓ᚋで生活の

ኚ化が見られると᥎ される。

2、 重症度の高い転倒経験者は、 䝣䝺䜲ルの≧ែで複数

回の転倒を経験している場合があるた䜑、 よりከくの転倒

஦౛が཰㞟できるとともに、 転倒を⧞り㏉す䝥䝻䝉䝇につい

てもศᯒが可能であると⪃えられる。 したがってㄪᰝ対㇟

者のᢳ出は骨折 ( 䜂びをྵむ ) の経験者をඃඛさ䛫てい

るものの、 骨折経験者に㝈ᐃしているわけではない。

なおᩥ京༊のみㄪᰝ対㇟が 50 ṓ௨ୖであるのは、 自

宅ゼ問のㄪᰝが可能なㄪᰝ対㇟者を☜ಖするた䜑である。

4.㻌㌿ಽ䝯䜹䝙䝈䝮䛾䝰䝕䝹化

4.1㻌㌿ಽ䛾௙᪉䛾ᢳฟ ( 㟷ⴥ༊䚸 文ி༊䛾⤖ᯝ䜘䜚 㻕

㟷ⴥ༊とᩥ京༊の自宅ゼ問ㄪᰝでᚓられた 18ྡの䜉

34回の⤖ᯝから、 転倒䝟䝍ーンのᢳ出をヨみた。 䜎䛪、

ㄪᰝ時にᚓた転倒を⾲す⏝ㄒをᩚ理するとᴫ䛽 「⁥る」、

「䛪りⴠちる」、「引っかかる」、「つ䜎䛪く」、「㋃み外す」、「䝞

䝷ン䝇をᔂす」、「䜅らつく」 の 7つであった。 これらに対し、

転倒要因となりᚓる力をᩚ理したものが⾲4である。さらに、

䛭れ䛮れの䜲ン䝍䝡䝳ー⤖ᯝでᚓられた転倒≧ἣを元に、

௨下の A〜 Fの 6✀㢮の転倒の仕方にศ㢮した注 12。

引っかかる つまずく 踏み外す 滑る ずり落ちる バランスを崩す ふらつく

あり ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

なし - - - - ◯※   ◯※   ◯※

動作なしで想定
される事例 - - - - 車椅子からの

ずり落ち
車の追突

膝がガクンとなる、
めまい等

進行方向と
同方向 ◯ ◯ ◯ ◯ - ◯ ◯

進行方向に
対して横方向 ◯ ◯ - ◯ ◯

進行方向に対し
て反対方向 ◯ ◯ - ◯ ◯

鉛直下向き方向
(進行方向に
対して垂直)

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

あり
進行方向
後ろ向き

進行方向
後ろ向き

鉛直方向
(外力がある場合)

- - -

なし ◯ - ない場合もある ◯ ◯ ◯

あり あり なし なし なし あり/なし なし

◯(段差に関係し
ないものもある)

◯(段差に関係し
ないものもある) ◯ - - - -

不定 不定 進行方向に
平行な方向 不定 不定

進行方向に対し
て反対方向

進行方向に対し
て反対方向 下 不定 下 不定 不定

太枠で囲ってある部分は、 部以外には差がないことを表す

◯は該当するもの、-は理論上・文献上存在が確認できないもの、空欄は該当するものがないか特定ができないもの、※は本研
究で事例はないが、既往研究から存在が確認できるものを表す

段差に特有

進行方向に対して
倒れる向き

転倒時に生じる
加速度の方向

転び方

動作
の有無

重心移動
の方向

足に対して
かかる荷重
(外力)

外力の有無

⾲ 4㻌㌿ಽに㛵䛩るㄒとⓎ⏕䛧䛖るຊᏛⓗせᅉ

ᅗ 3㻌ㄪᰝᑐ㇟⪅䛾ᢳฟ

⾲ 3㻌ㄪᰝ⤖ᯝᴫせ

㻭㻌䛴䜎䛪䛝

つ䜎䛪きは、 ㊊ඛが段ᕪや地㠃に䜅れ、 進⾜方ྥと཯

対ྥきの力をཷけることで生じる。 段ᕪ ・ 㞀ᐖ≀の᭷↓か

ら 3㏻りにศ㢮できる。 この他進⾜方ྥの๓㊊ ・ ᚋ䜝㊊で

つ䜎䛪く場合の 2㏻りが⪃えられるが、 本人もグ᠈が↓い

ことがከく、 䜋と䜣どが୙明であるた䜑ศᯒには加えない。

㻮㻌㋃䜏እ䛧

㋃み外しは、 段ᕪに㉳因して生じるが、 ᐇ際に段ᕪが

Ꮡ在する場合とᏑ在しない場合があり、 さらに本人の認㆑

としての段ᕪのᏑ在の᭷↓を加え 4㏻りにศ㢮できる。

㻯㻌⁥䜚

⁥りは、 地㠃とのᦶ᧿がఱらかの≧ἣによってῶᑡし本

人のពᚿよりも᪩く、 䜎たは本人のពᚿとは␗なる方ྥに

重ᚰが⛣動して生じる。 ᪤ 研究 4.1)
を⪃៖し、 ㊰㠃≧ἣ

と䛭の他 ( ᒚ≀がཎ因の場合➼ ) の 2㏻りにศ㢮する。

㻰㻌እຊに䜘る㌿ಽ

㻰 は人に䜆つかるなど外力が加えられる場合と、 ᨭえて

いた力がኻわれる場合があり、 䛭れ䛮れに家ලに㉳因す

る場合と䛭の他の場合があるた䜑 4㏻りにศ㢮可能である。

3.3㻌ㄪᰝ⤖ᯝᴫせ

⾲ 3 にゼ問ㄪᰝの⤖ᯝのᴫ要を♧す。
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る஦౛が 4 ྡ見られ、 「複数回転倒経験者で骨折を経験

している場合、 ึ回が重症となるが、 ḟ回௨㝆ではึ回

にẚ䜉て怪我が軽くなるഴྥにある」 という転倒௬ㄝが♧

၀された注 15。 理⏤としては、 ึ回の転倒によって生活に

影響をཬ䜌す大きな怪我をすることで、⾜動範囲が⊃くなっ

たり転倒にẼをつけるようになることが⪃えられる。

4.2㻌㌿ಽ䛾௙᪉䛾ศ㢮と௬ㄝ䛾᳨ド ( ᯽ᕷ䛾⤖ᯝ䜘䜚 㻕

2地域での䝃ン䝥䝸ン䜾で転倒の仕方をศ㢮するモデル

が௬ㄝ的にᚓられたが、 ᯽ᕷのㄪᰝ⤖ᯝより䛭の᭷ຠ性

を☜認した。 ᯽ᕷの඲ 10௳の転倒஦౛をᅗ 4 の転倒時

力学モデルによりศᯒすると、 9౛が⾲ 5 の転倒時モー

ドにศ㢮できることが☜認できた ( ⾲ 6)。 ṧりの 1౛は、

FĺA という転倒時モードが㐃⥆で発生した複合モデルで

あるとศかった ( ⾲ 7)。 この஦౛ではどちらが直接的ཎ因

かをุ᩿することはᅔ㞴で、 ୧方がྠ時に生じていた。 し

たがって、 ⌧段㝵で転倒時力学モデルཬび転倒時モード

は転倒の⌧㇟をグ㏙するୖで඘ศに᭷ຠ性をもっている

が、 㐃⥆で㉳こる複合䝟䝍ーンについても⪃៖して今ᚋ本

モデルを⢭⦓化していくᚲ要がある。 䜎た๓㡯の転倒௬ㄝ

は᯽ᕷではᨭᣢされなかった。 た䛰し、 ᯽ᕷでは複数転

倒経験者が 2 ྡであったた䜑、さらなる᳨ドがᚲ要である。

㻱㻌䛪䜚ⴠ䛱

䛪りⴠちは、 ᗙ఩の≧ែから重ᚰをᨭえている力をኻう

場合に発生するとᐃ⩏できる。 ᪤ 研究 4.2)
より、 ㌴᳔子

やキ䝱䝇䝍ー௜きの᳔子が動いてし䜎う場合など本人が⛣

動していない時でも発生すると⪃えられる。

㻲㻌䜅䜙䛴䛝 ( እຊに䜘䜙な䛔㌿ಽ 㻕

Dの外力による転倒に対ᛂし、 外から力を加えられ䛪に

生じる転倒である。 ཎ因としては䜑䜎いや❧ちくらみの他、

᪤ 研究から脳疾患によるព㆑㞀ᐖ➼を⪃៖しなけれ䜀

ならない。 䛭の他としては、 ❧ちୖがり時に⭸の関⠇に力

がධらない➼が⪃えられるた䜑、 ඲㒊で 3㏻りとなる。

௨ୖの⣽ศ化した転倒≧ែのศ㢮を転倒時モードとし、

㟷ⴥ༊とᩥ京༊の⤖ᯝとともに⾲ 5 に䜎と䜑る。 さらにこの

6✀㢮を人体モデル注 14 によりモデル化した ( ᅗ 4㻕䚹

頭

重心

膝関節

足関節

人体モデル
E ずり落ち

C 滑り

D 外力による転倒

転倒方向：
不定

移動

移動

F ふらつき
( 外力によらない転倒 )

A つまずき B 踏み外し回転

回転

進行方向

外力

△段差、障害物
または何もなし

転倒方向

△本人の意識
による水平面

移動

進行方向
転倒方向：

不定

△段差、障害物
または何もなし

見かけの外力

回転

移動

進行方向転倒方向：
不定

転倒方向：
外力に依存

移動 外力

移動

転倒方向
△進行方向

見かけの外力

必
ず
身
体
移
動
を
伴
う

転
倒
時※

直
前
の
身
体
移
動

必
ず
し
も
身
体
移
動
を

伴
わ
な
い

転倒時※の直後に重心に働く力の向きと種類
水平方向、外力 鉛直方向、重力

転倒時直前の重心動揺が安定 転倒時直前の重心動揺が不安定

※ 転倒時
　 転倒に至る動作の
　 中で重心移動が開
 　始する瞬間

△ : 状況によって存在
　   する場合としない
      場合がある

ᅗ 4㻌 㻌㌿ಽ᫬䛾㌟య≧ἣを⾲䛩㌿ಽ᫬ຊᏛ䝰䝕䝹

青葉区 文京区 小計 合計

段差あり - A (1) 4 5

障害物あり A (2) 1 -

障害物なし A (3) - -

段差あり(本人の意識) B (1) - 1

段差なし(本人の意識) B (2) 5 -

段差あり(本人の意識) B (3) - -
段差なし(本人の意識) B (4) - -

地面の状況 - C (1) - 1

その他 - C (2) 1 -

家具 D (1) - 1

その他 D (2) 1 -

家具 D (3) - 1

その他 D (4) 1 -

移動中に発生 - E (1) - 3

移動中でない - E (2) - -

めまい・立ちくらみ - F (1) - -

脳の疾患 - F (2) - -
その他 - F (3) 1 1

C 滑り

B 踏み外し

段差あり
(実際)

段差なし
(実際)

転倒の仕方

A つまずき

E ずり落ち

F ふらつき
(外力によら
ない転倒)

D 外力に
よる転倒

外力を加えられる

外力を失う

4

3

2

転倒の
直接的原因

転倒の直接・
間接的原因

段差なし
10

6

2

転倒時
モード

件数

27

(

残
�
7
件
�
状
況
不
明
�
�
�
分
類
不
可)	


⾲ 5㻌 㻌㌿ಽ᫬䝰䞊䝗

ᅗ 4 では、 転倒時に重ᚰにാく力のྥきと✀㢮、 ཬび

転倒時直๓の動సの᭷↓でศ㢮した⤖ᯝ、 転倒時モー

ドྠ士の関ಀ性がᩚ理された。 㟷ⴥ༊とᩥ京༊の඲転倒

஦౛ 34௳のうち、 27௳は⾲ 5 に♧したように転倒時モー

ドが一ព的にᐃ䜎る。 ṧりの 7௳は、 㓖㓁やኻ⚄によっ

てヲ⣽な転倒≧ἣが୙明か᥎ の域を出ない஦౛であっ

た。さらに複数回の転倒経験者8ྡ中、ึ 回転倒が骨折で、

2 回┠௨㝆が骨折௨外のᡴ᧞や᤬᣸、 ⬺⮻➼の怪我であ

青葉区 文京区 柏市 柏市小計 小計 合計

段差あり - A (1) 4 5 2

障害物あり A (2) 1 - ①

障害物なし A (3) - - 1

段差あり(本人の意識) B (1) - 1 -

段差なし(本人の意識) B (2) 5 - -

段差あり(本人の意識) B (3) - - -

段差なし(本人の意識) B (4) - - -

地面の状況 - C (1) - 1 -

その他 - C (2) 1 - 1

家具 D (1) - 1 -

その他 D (2) 1 - 3

家具 D (3) - 1 -

その他 D (4) 1 - -

移動中に発生 - E (1) - 3 -

移動中でない - E (2) - - -

めまい・立ちくらみ - F (1) - - ①

脳の疾患 - F (2) - - 1

その他 - F (3) 1 1 1

※ここでは、複合パターンはそれぞれ1回ずつカウントしてる(表の◯部分)。

：部は柏市ではじめて見られた事例を示す

A つまずき 4 14

38

段差なし

B 踏み外し

段差あり
(実際)

0

転倒の仕方
転倒の

直接的原因
転倒の直接・
間接的原因

転倒時
モード

件数

6
段差なし
(実際)

F ふらつき
(外力によら
ない転倒)

3 5

D 外力に
よる転倒

外力を加えられる

3 7

外力を失う

E ずり落ち 0 3

C 滑り 1 3

(

残
�
7
件
�
状
況
不
明
�
�
�
分
類
不
可)	


⾲ 6㻌 㻌㌿ಽ᫬䝰䞊䝗 ( ᯽ᕷ䛾⤖ᯝ䜘䜚 㻕
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4.3㻌㌿ಽ䝥䝻䝉䝇䛾䝰䝕䝹化

ḟに、 時系ิにἢった䝥䝻䝉䝇として転倒を⾲⌧する方

ἲを⪃ᐹする。 転倒時の▐間を♧す力学モデルを転倒の

時系ิの中に⨨くことによって、転倒๓ᚋのཎ因と⤖ᯝ ( 転

倒๓⾜動と怪我 ) とどのように⤖びつくかが♧されるととも

に、 転倒時力学モデルの᭷⏝性 ・ ᭷ຠ性を可ど化するこ

とが可能となる。 䛭して一㐃の㐃⥆した⌧㇟としての転倒を

ㄝ明するモデルとしてᙺ❧つかどうかを、 3地域の⤖ᯝを

⏝いて᳨ドした。

転倒を時系ิにἢって䐟転倒๓⾜動、 䐠転倒時、 䐡転

倒ᚋの 3つにศ㢮する。 䐟では 3地域の⤖ᯝで見られた

転倒直๓の⾜動を、 ᴫ䛽身体活動ᙉ度を⾲すMETs4.3) を

ᇶ‽として୪䜉ている。 た䛰しMETsはྠじ動సやጼໃで

も≧ἣによって್が␗なるた䜑、 一ព的にはᐃ䜎らない。

䐠では 6つの転倒の仕方によって転倒時の動సをศ㢮す

るとともに、転倒時に手を౑⏝可ྰ、二重課題᮲௳の᭷↓、

㣧㓇と⸆๣の影響の᭷↓の 4㡯┠を⪃៖する。 䐡では転

倒ᚋの怪我の᭷↓や✀㢮の他、 平均在院日数をᇶ‽とし

たධ院期間、 転倒ᚋの生活のኚ化をグ㘓する。 これらを

䜎と䜑ᅗ 5 に♧す。 䝏䜵䝑䜽䝪䝑䜽䝇の下㒊のグྕを⏝い

て、 時系ิにἢった䝅䝘䝸䜸として転倒メ䜹䝙䝈䝮の⾲⌧

が可能となる。 ౛え䜀⾲ 7 の஦౛ 㻺㼛.44の場合「71-XF(2)

A(2)1000-aP」 となる ( ᅗ 5 にグ㍕ )。

4.4㻌㌿ಽにᑐ䛩る建築ⓗなᑐ⟇

඲ての転倒時モードに対し、 東京ᾘ防ᗇや᪤ 研究に

よるᚑ᮶の転倒予防対⟇ ( ⾲ 8、 ⾲ 9) と、 自宅ゼ問ㄪᰝ

の⤖ᯝศᯒからᥦ᱌できる建築的な対⟇ཬび転倒した場

合の怪我の予防対⟇ ( ⾲ 10㻕 を♧す。 この⤖ᯝよりᚑ᮶の

対⟇では、 ≀理的予防と身体的予防、 ཬび転倒予防と怪

我の予防が䛭れ䛮れΰྠされていることと ( ⾲ 8 の 6、 ⾲

9 の 5)、  さらに 18 ✀㢮の転倒時モードのうち 2㻛3 にあたる

12 ✀㢮に対する予防⟇୙㊊がุ明した。

転倒時
年齢

男
性

転倒時の
住戸形態

転倒
回数

骨
折

生活の
変化※1

怪我の
箇所

入院
期間

転倒場所
分類

転倒
場所

転倒の
仕方

転倒時
の行動

転倒時直
前の動作

転倒の直接的原因
二重
課題

段差
転倒時
モード

44 85
集合住宅
(4階/5階)

3/3 - - - - 住戸内
居間

(和室)
内力による転倒

+ つまずき
居間を
移動中

部屋の中を
移動中

めまいを起こし、ふらついた際にこたつに
足を引っ掛けたが、こたつ上で1回転し着地

✕ ✕
F(2)+
A(2)

※1：-は変化なし、△は恐怖感等心理的な変化、◯は実際の生活行動に変化があったことを表す　　　※2：転倒場所に対する慣れの有無を表す

※3：段差や障害物等に気づかなかったことを表す　　※4：転倒時に身体の動きが意識についていかなかったことを表す(手が出なかった等)

基本情報 転倒に関する項目

No

1 段差をなくす

2 段差（段の先端部）を分かりやすくする

3 足元を十分に明るくする（足元灯・照明器具の設置など）

4 滑り止めをする（階段・廊下・玄関先など）

5 歩行を補助する（手すりなど）

6 継続できる、体力にあった運動をする（散歩など）

7 ころぶ原因となるものは取り除く（整理・整頓）

対策の内容

対策

1 歩行時の体勢保持が重要 手すりが有効

2 体勢保持が難しい居間・寝室
家具の設置位置を工夫する等, 高齢者が常に
何かにつかまりながら歩行できる環境作り

3 足の滑り、小さな段差 建築面からの対策が可能

4 紙による滑りや電気コード敷物等で
できた段差

(すべてを建築面から解決することは困難)

5 めまいなど身体的な要因が引き金
となって発生する転倒

体にかかる衝撃を和らげる弾力性の大きい床
材の使用が有効

転倒が予想される場所や転倒の仕方

⾲ 7㻌᯽ᕷㄪᰝ⤖ᯝ䛾 1౛ ( 」ྜ䝰䝕䝹 㻕

5.㻌⤖ㄽ

⚄ዉᕝ┴ᶓ὾ᕷ㟷ⴥ༊ཬび東京㒔ᩥ京༊、 ༓ⴥ┴᯽

ᕷにおける在宅高齢者に対する自宅ゼ問ㄪᰝから、 自宅

や地域での転倒ᐇែをㄪᰝした。 䛭して、 㟷ⴥ༊とᩥ京

༊のㄪᰝ⤖ᯝを⏝いて転倒のᴫᛕを 6 つの転倒の仕方に

ศ㢮した転倒時力学モデルと、 䛭れをさらに⣽ศ化した転

倒時モードを௬ㄝ的にᚓたୖで、 ᯽ᕷのㄪᰝ⤖ᯝで᳨ド

し、 ୧者が⌧ᐇの転倒を⾲⌧する手段として඘ศ᭷ຠで

あることを♧した。 䛭してこれら転倒時モードと転倒時力学

モデルを発ᒎさ䛫、 3 地域の⤖ᯝを䜅䜎えて転倒時直๓

の動సから転倒ᚋの怪我に至る䜎でを一㐃の䝅䝘䝸䜸とし

て可ど化することで、 複㞧な転倒という⌧㇟をㄝ明可能と

するモデルをᥦ♧した。 加えて、 ᪤ 研究からᚑ᮶⾜わ

れてきた転倒予防対⟇の୙㊊Ⅼを♧すとともに、 本研究で

ᚓられた転倒時モードに対して䛭れ䛮れ᭷ຠと⪃えられる

転倒予防対⟇をᥦ᱌した。

本研究の㝈⏺Ⅼとしては、 ᮍ知の転倒の仕方や転倒時

モードのᏑ在や、 本ㄽでᚓられた転倒予防対⟇の᭷ຠ性

がᮍ᳨ドであることがᣲ䛢られるが、 さらにከくの転倒ᐇែ

ㄪᰝを⾜なうことで、 ㆟ㄽを⢭⦓化していく予ᐃである。

⾲ 8㻌ᮾிᾘ㜵ᗇに䜘る㌿ಽண㜵⟇ 4.4)

⾲ 9㻌᪤ ◊✲に䜘る㌿ಽண㜵⟇ 4.5)

⾲ 10㻌㌿ಽ᫬䝰䞊䝗と㌿ಽண㜵䛾建築ⓗᑐ⟇

A (2) 2 ◯ 障害物の片付け、目立つような工夫

B (1) 1

B (2) 5

B (3) -

B (4) -

C (1) 1

C (2) 2

D (2) 4 - 可能な場合外力を加える原因を除去

D (3) 1 - 家具の固定、滑りにくし移動しない工夫

E (1) 3 - 椅子やベッドの端への手すりの設置

F (1) 1

F (2) 1

F (3) 3 - 立ち上がり時に用いることのできる手すりなどの設置

※1：複合状況であるNo.44はのべ2回の転倒としてそれぞれ加えた　 　※2：◯は従来から対策が言及されている
こと、-は言及されていないことを示す　　※3：下線は従来の転倒予防策(参考文献では転倒防止策と標記)

本研究より得られた建築的対策の提案※3

転倒予防
怪我の
予防

A (3) 1
履物等を考慮、必要に応じて摩擦係数が適当な床材を選択、
正しい段差の設置等

段差の最後の段や段差との境界を認識しやすいよう目立たせる
工夫、照明の改良

段差があると間違えにくい床の模様を採用

A (1) 11
可能な場合は段差の解消や改修
不可能な場合は手すり等掴まることのできるものを設置 転

倒
し
て
も
怪
我
を
し
に
く
い
床
材
の
考
慮
・
転
倒
先
環
境
の
工
夫

障
害
物
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る

床面が滑らないような工夫、履物の考慮

F 内力に
　よる転倒

普段の座位の姿勢を考慮(ユカ座やイス座等)

D (1) 1
衣服や身体が引っかかりやすい構造の解消
家具の転倒を防止

D (4) 1
重量物が原因の場合、ロック付きのキャスターの使用等
動かしやすくする工夫

D 外力に
   よる転倒

-

E ずり落ち
E (2)

従来の
対策※2

◯

-

◯

A つまずき

転倒の
仕方

転倒時
モード

件数※1

(全38件)

-

-- 椅子やベッド等を動かないよう固定、深く腰掛けられるような工夫

B 踏み外し

C 滑り ◯

-

-
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起立中 怪我なし

打撲

捻挫

振り返り
動作中

方向転換中

起立動作中

歩行を伴わ
ない移動中

歩行中 荷物なし
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ベッドから

床から

足以外

足
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を含む )

入
院
な
し

入
院
あ
り
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日
以
下
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日
以
上

 手指

手首・腕

肩

背骨

足指

足首

大腿骨
近位部

荷物あり

その他
(歩行介助等 )

手すり
使用あり

手すり
使用なし

荷物なし

荷物あり

荷物なし

荷物あり

ダンス中

スキー中

その他

階段・
段差
昇降中

走行中

その他
運動中

敷
地
外

活
動
量(

ア
ク
テ
ィ
ブ
度)

1

10

その他

① 転倒前行動 ③ 転倒後

▶ 
転
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場
所

▶ 

遷
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状
態
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転
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の
対
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二
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課
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件
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薬
剤

▶ 

怪
我
の
種
類
と
入
院
の
有
無

▶ 

転
倒
後
の
生
活
の
変
化

② 転倒時
手を使用する
ことができな
かった

手を使用する
ことができた

不明 (記憶
なしを含む )

影
響
な
し

影
響
あ
り

0

1

二
重
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条
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な
し

二
重
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で
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間
の
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も
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り

影
響
あ
り

踏み外し

つまずき

滑り

外力による転倒

ずり落ち

ふらつき
(外力によらない転倒 )

転倒の時系列

作業がなく立っている
状態

頭部回旋のあり、進行方向
に体をむけたままの場合
(2との区別 )

頭部回旋がなく、体を
場合
(1との区別 )

立ち上がる際に転倒した場合
で、最初の姿勢によって運動
量の差がある

座面、ベッド上での移動

家事等、移動を伴わない作業中

歩行による移動中

走行による移動中

X

Y

Z

1

2

3

4 1

2

1

2

3

5

立位での作業中
6

7

8

9
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1

2 1

2

1

2

1
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A

B

C

D

E

F

E

a

b

c

d

e

?

?

段差なし

段差あり
障害物あり

障害物なし

段差なし

段差あり
原因

原因

原因

段差あり
段差なし

段差あり
段差なし

外力を失う

外力を
加えられる原因

家具
その他

家具
その他

(実際 ) ( 本人の意識 )

その他

地面の状況

原因
移動中でない

移動中

原因
その他

めまい・立ちくらみ
脳疾患

B(1)
B(2)
B(3)
B(4)

A(1)
A(2)

A(3)

C(1)

C(2)

D(1)
D(2)
D(3)
D(4)

E(1)

E(2)

F(1)
F(2)
F(3)

3.5-4

t

※図中作図は全て筆者による。
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遷
移
状
態

X
◯

(2)

(2)
A

B

原因

C

原因

D

EEE

原因

(2)

(2)
A

障害物あり

障害物なし

(2)

◯

◯
0

二
重
課
題
条
件
な
し

◯

◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯ 怪我なし◯ ◯
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㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 1510㻘 2016 
2.17) ᮧ田⿱康， ோ⸨健ኴ， 小山ኟ⳯， Ώ㎶⋹ኸᩯ， 中野ᑦ子， Ⱚཎ
美⏤⣖ ： ᨃఝ高齢者による⁥り᫆いᗋ㠃でのṌ⾜の᳨ウ， 理学療ἲ学
㻿㼡㼜㼜㼘㼑㼙㼑㼚㼠， 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 1638㻘 2016
2.18) 大ῲ修一 ： 高齢者の転倒と予防， 䝞䜲䜸メ䜹䝙䝈䝮学会ㄅ 㻩 㻶㼛㼡㼞㼚㼍㼘 
㼛㼒 㼠㼔㼑 㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼥 㼛㼒 㻮㼕㼛㼙㼑㼏㼔㼍㼚㼕㼟㼙㼟， 㼂㼛㼘， 1， 㼜㼜. 2㻙5， 2003㻛02㻛01
2.19) 長谷ᕝ⏤理 㻘 ▼஭ៅ一㑻 ： Ṍ⾜中のつ䜎䛪きに対する転倒回㑊のメ
䜹䝙䝈䝮について 身体重ᚰ加㏿度と回転力のኚ化に対するጼໃไᚚ 㻘 日
本理学療ἲ学⾡大会 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 48101599㻙48101599㻘 2013
2.20) 東京ᾘ防ᗇ ： ᩆᛴᦙ㏦デー䝍から見る高齢者の஦ᨾ 〜日ᖖ生活の
中での高齢者の஦ᨾを防䛠た䜑に〜 㻘 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼠㼒㼐.㼙㼑㼠㼞㼛.㼠㼛㼗㼥㼛.㼖㼜㻛㼘㼒㼑㻛
㼠㼛㼜㼕㼏㼟㻛201509㻛㼗㼗㼔㼍㼚㼟㼛㼡㼐㼑㼠㼍.㼔㼠㼙㼘㻘 2017.1.16 㜀ぴ
2.21) Ώ㎶勝฼ 㻘 Ἑ㊰Ώ 㻘 加⸨ṇ 㻘 ᕸ田⏤அ 㻘 望月一⏨ 㻘 ኴ田ಙኵ 㻘 和田
ᑜ二 㻘 中ᮧඞྖ 㻘 ஭出博 㻘 ụ田ᛅ 㻘 ⚄ᕝ㝯 㻘 ┦ཎᛅ彦 㻘 田島΅ ： 大⭣骨
㢕㒊骨折のᙜ院における⤫ィ的ほᐹ 㻘 ᮥᯘ医学会㞧ㄅ 㻘 㼂㼛㼘. 1㻘 㼜㼜. 7㻙11㻘 
1978
2.22) ᅜ❧療養ᡤ中ኸ༠ྠ研究骨 ・ 関⠇疾患研究会 ： ᅜ❧療養ᡤにおけ
る骨折の␿学ㄪᰝ 㻘 医療 㻘 㼂㼛㼘㻘 3㻘 㼜㼜. 311㻙316㻘 1983
2.23) ஬༑ᔒ三㒔⏨ ： 高齢者の転倒骨折の⫼ᬒとᩚᙧ外科的἞療 ( 特㞟 
転倒と骨折 )㻘 理学療ἲジ䝱ー䝘ル 㻘 㼂㼛㼘㻘 3㻘 㼜㼜. 155㻙158㻘 1998
2.24)  ᓮᮧᖾ一㑻 㻘 中ཎಙ一 㻘 野ᮧ㈼ኴ㑻 㻘 ⾨⸨ṇ雄 ： 大⭣骨転子㒊骨
折の⾡ᚋに二ḟ骨折を⧞り㏉した 1 ౛ 㻘 ᩚᙧ外科と⅏ᐖ外科 㻘 㼂㼛㼘㻘 1㻘 㼜㼜. 
187㻙188㻘 2014
2.25) 大高ὒ平⦅ ： 回᚟期䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅ョンのᐇ㊶ᡓ␎ 活動と転倒 䝸䝝ຠ
ᯝを最大に 㻘 䝸䝇䜽を最小に 㻘 医ṑ⸆出∧ᰴᘧ会社 㻘 2016.5
2.26) 㓇஭ Ꮥᩥ 㻘 Ἑᮧ 㢧἞ 㻘 山下 ᬛᚨ 㻘 ☾山 学 ： 䝸䝃ージ䝳ᅗを⏝いた
ト䝺䝑ドミルୖでの㐃⥆Ṍ⾜時における㊊ᅽ中ᚰのኚ化について 㻘 日本理学
療ἲ学⾡大会 㻘 㼜㼜. 48102004㻙48102004㻘 2013
2.27) ஭ୖᜏ平 㻘 ஭口ⱱ 㻘 平℩㐩ဢ 㻘 小ᕝ健἞ 㻘 中ཎ和美 㻘 㧳谷‶ 㻘 ᯇᆏ
ㄔ᠕ ： 動的䝞䝷ン䝇ไᚚにおけるマ䜴䝇䝢ー䝇のຠᯝ 㻘 日本理学療ἲ学⾡
大会 㻘 㼜㼜. 48101533㻙48101533㻘 2013
2.28) 大矢 敏ஂ 㻘 ୖᮧ 一貴 㻘 ᫓田 みどり 㻘 長谷ᕝ 㝯ྐ 㻘 ఀ⸨ ༟ஓ 㻘 内
山 㟹 ： 高齢者では㢌㒊回᪕は内஘่⃭となって䝞䝷ン䝇をᔂしやすい 㻘 日
本理学療ἲ学⾡大会 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 㻭㼑0057㻙㻭㼑0057㻘 2012
2.29) 伸஭勝 㻘 山ᕝ亜㔛ె 㻘 中ᕝ博ᩥ ： Ⲵ≀ᡤᣢ方ἲの㐪いが高齢者
の❧఩ጼໃに୚える影響 㻘 日本理学療ἲ学⾡大会 㻘 㼜㼜. 㻱㼎0622㻙㻱㼎0622㻘 
2012
2.30) 山ᕝ亜㔛ె 㻘 ᳃ᔱ直人 㻘 伸஭勝 㻘 中ᕝ博ᩥ ： ⱝ年健ᖖ者のⲴ≀ᡤ
ᣢによる❧఩䝞䝷ン䝇特性のホ౯ 㻘 日本理学療ἲ学⾡大会 㻘 㼜㼜. 㻱㼎1284㻙
㻱㼎1284㻘 2012
2.31) ▼㯮ᆂᛂ 㻘 長ᒸ㍤அ ： ๓方䜈の転倒動సにおける力学的ゎᯒ 㻘 日
本理学療ἲ学⾡大会 㻘㼜㼜. 㻭0609㻙㻭0609㻘 2007
2.32) 今஭田 ᠇ 㻘 西ἑ ႛ 㻘 田中 ඃ介 㻘 小ᯘ 䜎り子 㻘 ⚟田 ᩔ美 㻘 ཎ田 和
ᏹ ： 地域在ఫዪ性高齢者における⬨ᰕᚋᙙ度とṌ⾜動ᦂ性の関㐃性 㻘 日
本理学療ἲ学⾡大会 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 48100096㻙48100096㻘 2013
2.33) 㕥木み䛪え 㻘 山田⣖௦美 㻘 高ᶫ秀人 㻘 ᅵᒇ⁠ ： 高齢者の転倒≧ἣと
転倒ᚋの身体的ኚ化に関するㄪᰝ研究 㻘 日本┳護科学会ㄅ 㻘 㼂㼛㼘㻘 2㻘 㼜㼜. 
10㻙19㻘 1993
2.34) Ụ⸨┿⣖ 㻘 ஂಖ田᪂ ： 地域高齢者の生活⎔ቃ ・ ⩦័と転倒特性お
よび䛭のᚋのኚ化 㻘 日本┳護研究学会㞧ㄅ 㻘 㼂㼛㼘㻘 4㻘 㼜㼜. 4㼋33㻙4㼋51㻘 2002
2.35) ℊ田 ᫀᐇ 㻘 Ლ田 ᝋ子 ： 24 年㏣㊧ㄪᰝからみた地域在ఫዪ性高齢
者の骨折᪤ と転倒恐怖感が 㻽㻻㻸 に୚える影響 㻘 日本┳護医療学会㞧
ㄅ 㻩 㻶㼛㼡㼞㼚㼍㼘 㼛㼒 㻶㼍㼜㼍㼚 㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼥 㼛㼒 㻺㼡㼞㼟㼕㼚㼓 㼍㼚㼐 㻴㼑㼍㼘㼠㼔 㻯㼍㼞㼑㻘 㼂㼛㼘㻘 2㻘 㼜㼜. 1㻙11㻘 
2015㻛12
2.36) 平┿⣖子 㻘 Ἠキ䝶子 㻘 Ἑᮧ一ᾏ 㻘 加⸨┿⏤美 㻘 ୸山ᕭዉ ： ධ院高齢
者の転倒経験と䛭のᚋの予防のとらえ方 㻘 日本┳護研究学会㞧ㄅ 㻘 㼂㼛㼘㻘 2㻘 
㼜㼜. 2㼋17㻙2㼋28㻘 2002
2.37) 田୸඾子 㻘 ᱩᬗ子 㻘 ⠛ཎ⿱子 㻘 ᮒ᱈亜⣖ 㻘 ∦℩ᬛ子 㻘 ᅵ田㯞ዉ美 㻘 
小野ሯᜨ 㻘 ᐑ中䜑䛠み 㻘 山内⏤美子 ： 転倒を⧞り㏉す脳疾患患者における
転倒場㠃と転倒ᚋの予防䜿䜰の特ᚩ ( ➨ 2 報 )㻦3 回௨ୖ転倒を⧞り㏉した
患者 4 ྡのศᯒから 㻘 ┳護研究発⾲ㄽᩥ㞟㘓 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 109㻙112㻘 2005
2.38) 明ᓮ ⚞㍤ 㻘 ℈田 美ᜨ子 㻘 ụ␊ 明美 㻘 金ᇽ 㐨ᑦ 㻘 ᅵ居 㟼 㻘 ❑田 美
和子 㻘 和田 㤶௦子 㻘 ᅧ⃝ ⪽美 㻘 山田 ගಇ ： ᙜ院における転倒予防対⟇
のຠᯝ 㻘 高知䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅ョン学院⣖要 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 31㻙34㻘 2012
2.39) ⚟田修 㻘 㐲⸨ಇ㑻 ： 䝇キー䝲ー ・ 䝇䝜ー䝪ー䝎ーの㢌㒊外യ 㻘 脳⚄
経外科ジ䝱ー䝘ル 㻘 㼂㼛㼘㻘 2㻘 㼜㼜. 89㻙95㻘 2004
2.40) ሷ谷ⱥྖ 㻘 ᰩ山⠇㑻 㻘 Ώ㎶ᖿ彦 㻘 ᫍ田㝯彦 㻘 山本ⱱᶞ 㻘 ▼ᕝ大ᶞ 㻘 
ᐑᒸⱥୡ 㻘 㜰本᱇㐀 㻘 㞵ᐑ㞾ኴ 㻘 田中ᏹ඾ ： 䝇キー ・ 䝇䝜ー䝪ード外യの
最近のഴྥ ( ➨ 2 報 )㻦䇷䝇キー䝪ード外യと 㻎 䜶䜰外യ 㻎 について䇷㻘 ᫛
和医学会㞧ㄅ 㻘 㼂㼛㼘. 65㻘 㻺㼛. 5㻘 㼜㼜.385㻙393㻘 2005
2.41) 山田Ỉᇛ 㻘 ᚋ⸨๛ྐ ： 建≀内㒊における転倒യᐖ防Ṇに関する一
⪃ᐹ 㻦 建築ィ⏬ 㻘 大会学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . ィ⏬系 㻘 㼜㼜. 343㻙344㻘 1968
2.42) 小野ⱥဴ 㻘 Ώ㎶博ྖ 㻘 ྜྷᒸ୹ ： 転倒時のᏳ඲性からみたᗋのかたさ

㼇 ὀ㔘 㼉
注 1 ： 転倒発生率は転倒のᐃ⩏やㄪᰝ方ἲ、 ㄪᰝ対㇟者の居ఫ場ᡤに
よって␗なる。 ཧ⪃ (1.1)、 (1.2) によれ䜀、 地域在ఫ高齢者の転倒発生率
はᴫ䛽 10㻙20％、 ᪋タධ居高齢者で約 30％となっている。
注 2 ： ཧ⪃ᩥ⊩ 2.25) では、 転倒予防と転倒防Ṇについて௨下のように㏙
䜉ている。 「転倒 㻎 予防 㻎 と転倒 㻎 防Ṇ 㻎 という 2 つの⏝ㄒがし䜀し䜀༊ู
なく⏝いられるようであるが、 㻎 予防䇿 はどちらかというと本人が内因性の䝸䝇
䜽や外因性の䝸䝇䜽に対し୺体的にྲྀり⤌䜣で防䛠という❧場がᙉㄪされる
䝙䝳䜰ン䝇であるのに対して、 㻎 防Ṇ 㻎 は、 他者が୺体的に関わり防䛠とい
う䝙䝳䜰ン䝇がᙉㄪされる⏝ㄒと➹者はとらえている」
注 3 ： 内転倒については、 ᆏ本らによる 2013年の研究 ( ཧ⪃ᩥ⊩ 2.87)
ཧ↷ ) がある。
注 4 ： 内的因子 㻛 内的要因の⏝ㄒの౑いศけ ： 本ㄽにおいて、 ➹者が本
⏝ㄒを⏝いる時は内的因子を、 ཧ⪃ᩥ⊩に⏝ㄒのグ㍕のある場合は内的
要因を⏝いた。 外的因子、 ≀理的因子についてもྠ様。
注 5 ： 本研究においては転倒防Ṇをྵ䜑て 「転倒予防」 という⏝ㄒを⏝い
るが、 本❶においては、 ཧ↷した᪤ 研究で 「予防」 と 「防Ṇ」 の༊ู
がなされていない場合、 ᇶ本的に䛭の䜎䜎引⏝している。
注 6 ： 䝞䜲䜸メ䜹䝙䝈䝮学会 㻴㻼 によると、 「( ๓␎ ) 学問としての䝞䜲䜸メ䜹
䝙䝈䝮は， 䛭のᐇ体としての生≀を工学 ・ 医学 ・ 生≀学などのከ㠃的など
Ⅼと方ἲㄽでゎᯒする䛰けでなく ( ᚋ␎ )」 とある。 ここでは౽ᐅୖ医学系
研究にศ㢮した。 (䝞䜲䜸メ䜹䝙䝈䝮学会 㻴㻼， 䝞䜲䜸メ䜹䝙䝈䝮学会とは， 
㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼟㼛㼎㼕㼙.㼖㼜㻛㼕㼚㼠㼞㼛㼐㼡㼏㼠㼕㼛㼚㻛㼍㼎㼛㼡㼠㼡㼟.㼔㼠㼙㼘㻘 2017.6.30 ཧ↷ )
注 7 ： 年齢や䛭の他の疾患によって඲身㯞㓉や手⾡がཝしいとุ᩿される
場合は、 経㐣ほᐹもありᚓる。
注 8 ： 日本⪁年医学会によれ䜀、 「日ᖖ生活活動度 （㻭㼏㼠㼕㼢㼕㼠㼕㼑㼟 㼛㼒 㼐㼍㼕㼘㼥 
㼘㼕㼢㼕㼚㼓 䠗㻭㻰㻸） とは人が生活を㏦るた䜑に⾜う活動の能力のことである。」 ( 日
本⪁年医学会 㻴㻼㻘 㻭㻰㻸 のホ౯ἲ 㻘 㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼖㼜㼚㻙㼓㼑㼞㼕㼍㼠㻙㼟㼛㼏.㼛㼞.㼖㼜㻛㼠㼛㼛㼘㻛
㼠㼛㼛㼘㼋03.㼔㼠㼙㼘㻘  2017.1.20 ཧ↷ )
注 9 ： ₎Ꮠでは 「㌑く」 䛰が、 ㄞみは 「つ䜎䛪く」 がṇしい ( 小学㤋デジ
䝍ル大㎡Ἠより )。
注 10 ： 本研究では外的因子を≀理的な⎔ቃ要因に㝈り、 ⸆≀因子䛭の他
は内的因子とする。
注 11 ： 䛭れ䛮れᶓ὾ᕷ㟷ⴥ༊がᡞ建てఫ宅、 ᯽ᕷが㞟合ఫ宅 ( ཬびᑡ
数のᡞ建てఫ宅 )、 ᩥ京༊が୧者のΰ合 ( ᗑ⯒වఫ宅➼をྵむ ) という地
域特性を⪃៖し、 㑅ᐃされた。
注 12 ： あく䜎でㄪᰝ஦౛からᚓられたศ㢮であり、 これで඲てを⥙⨶してい
るわけではない。
注 13 ： 「段ᕪがᏑ在しない㋃み外し」 とは、 㝵段᪼㝆時の⤊わりにおいて、
ᐇ際には段ᕪがᏑ在しないにも関わら䛪、 段ᕪがあると຺㐪いして発生す
るような転倒をᣦす。
注 14 ： 転倒時を⾲す本モデルでは、 ୖ⫥を単⣧化している ( ཧ⪃ᩥ⊩ 8
より )。
注 15 ： 5 回中 4 回┠䜎でが骨折で最ᚋが怪我なしである 1 ྡと、 3 回඲て
骨折であるが、 ึ回が大⭣骨骨折で 2、 3 回┠が⫼骨のᅽ㏕骨折である 1
ྡを加えると、 転倒௬ㄝに合⮴する஦౛は 6 ྡとなる。 ṧり 2 ྡは 2 回とも
骨折をకわない怪我である஦౛と、転倒・怪我の≧ἣが୙明な1౛であった。
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および䛭のホ౯方ἲに関する研究 㻦 䛭の 1 ・ 転倒時の㢌㒊のᣲ動のゎᯒ 㻘 
学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 構㐀系 㻘 㼜㼜. 341㻙342㻘 1980
2.43) 小野ⱥဴ 㻘 Ώ㎶博ྖ 㻘 ྜྷᒸ୹ ： 転倒時のᏳ඲性からみたᗋのかたさ
および䛭のホ౯方ἲに関する研究 㻦 䛭の 2㻙 かたさ ᐃ⿦⨨のタィ ・ ヨస 㻘 
学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 構㐀系 㻘 㼜㼜. 343㻙344㻘 1980
2.44) 三ୖ貴ṇ 㻘 小野ⱥဴ 㻘 小西敏ṇ 㻘 ᰗἑᫀಇ ： Ᏻ඲性からみた学ᰯ体
⫱㤋のᗋのかたさに関するㄪᰝ研究 㻦 䛭の 2 転倒⾪✺時のᗋのかたさにつ
いて 㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 構㐀系 㻘 㼜㼜. 319㻙320㻘 1981
2.45) 㐲⸨ెᏹ 㻘 Ᏹ野ⱥ㝯 ： 転倒ጼໃが㢌㒊⾪ᧁに୚える影響 㻘 学⾡ㅮ
₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻘 建築ィ⏬ 㻘 㼜㼜. 691㻙692㻘 1987
2.46) 直஭ⱥ雄 㻘 బ⸨ⱥᖾ 㻘 長谷ᕝᩔᚿ 㻘 ኳ⚄Ⰻஂ ： ᗋ構ἲが転倒時の
㢌㒊⾪ᧁに୚える影響 ( 䛭の 2)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻘 建築ィ⏬ 㻘 農ᮧィ
⏬ 㻘 㼜㼜. 693㻙694㻘 1987
2.47) 下ᮧ❳἞ 㻘 小野⾜彦 㻘 ኳ⚄Ⰻஂ 㻘 直஭ⱥ雄 ： ᗋཬびቨ構ἲが転倒
時の㢌㒊⾪ᧁに୚える影響について 㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻘 建築ィ⏬ 㻘 農
ᮧィ⏬ 㻘 㼜㼜. 679㻙680㻘 1990
2.48) ୖᆏ一ㆡ 㻘 Ỉ谷❶ኵ ： Ẽ㇟および⎔ቃ要因が家ᗞ内の転ⴠ ・ 転倒
および⁒Ỉ஦ᨾにཬ䜌す影響 ( 健康ᐖ 㻘 ⎔ቃ工学 㻵㻵)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 
⎔ቃ工学 㻘 㼜㼜. 447㻙448㻘 2003
2.49) 㟷ᰗ ᖾ฼ 㻘 ᮔ ╆Ὀ 㻘 東㒓 ྐ἞ ： 高齢者における転倒発生のメ䜹䝙
䝈䝮 㻦 Ẽ㇟᮲௳と身体活動㔞のほⅬから (㻨 特㞟 㻪 高齢者の転倒を⪃える )㻘 
⚟♴の䜎ち䛵くり研究 㻘 㼂㼛㼘㻘 1㻘 㼜㼜. 6㻙10㻘 2004㻛06㻛15
2.50) 田ᮧెឡ 㻘 ⩚山ᗈᩥ 㻘 長谷ᕝ㞞ᾈ 㻘 ୖ田ዲ美 㻘 ⤮内ṇ㐨 㻘 ᳃ኴ㑻 ：
ᩆᛴᦙ㏦デー䝍による෤期の転倒஦ᨾ➼に関わる⪃ᐹ 㻘 日本建築学会໭
ᾏ㐨ᨭ㒊研究報࿌㞟 㻘 㼂㼛㼘㻘 77㻘 㼜㼜. 193㻙196㻘 2004
2.51) 田ᮧెឡ 㻘 長谷ᕝ㞞ᾈ 㻘 ⩚山ᗈᩥ 㻘 ⤮内ṇ㐨 㻘 ୖ田ዲ美 㻘 ᳃ኴ㑻 ：
ᩆᛴᦙ㏦デー䝍による෤期の転倒஦ᨾ➼に関わる⪃ᐹ ( 㒔ᕷ防⅏ 㻘 ⎔ቃ工
学 㻵)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 ⎔ቃ工学 㻵㻘 㼜㼜. 785㻙786㻘 2004
2.52) 田ᮧెឡ 㻘 ⩚山ᗈᩥ 㻘 ୖ田ዲ美 㻘 ⤮内ṇ㐨 㻘 野口Ꮥ博 㻘 ᳃ኴ㑻 㻘 長
谷ᕝ㞞ᾈ ： ᩆᛴᦙ㏦デー䝍を⏝いた㒔ᕷ ・ 建築のᏳ඲性に関するㄪᰝศ
ᯒ 㻦 䛭の 3 ᕷ⾤地の転倒஦ᨾ発生≧ἣのㄪᰝศᯒ 㻘 日本建築学会໭ᾏ㐨
ᨭ㒊研究報࿌㞟 㻘 㼂㼛㼘㻘 78㻘 㼜㼜. 343㻙346㻘 2005
2.53) ▼田೔ኴ㑻 㻘 山⏿ಙ博 ： 山ᙧᕷにおける㞷みちでのṌ⾜者の転倒
஦ᨾについて 㻘 日本建築学会東໭ᨭ㒊研究報࿌㞟 . ィ⏬系 㻘 㼂㼛㼘㻘 70㻘 㼜㼜. 
215㻙218㻘 2007
2.54) ෠田㝯ኴ 㻘 ஭ୖ勝ኵ 㻘 ᕝཪ࿘ኴ ： ఫ宅内の転倒時を᝿ᐃした直ᙇり
木質䝣䝻ー䝸ン䜾ᗋの㢌㒊⾪ᧁ⦆⾪ຠᯝに関する᳨ウ ( ⎔ቃ工学 )㻘 日本建
築学会ᢏ⾡報࿌㞟 㻘 㼂㼛㼘㻘 26㻘 㼜㼜. 591㻙596㻘 2007
2.55) Ọ田ஂ雄 㻘 ஭ୖஅ彦 㻘 Ώ㎶ோྐ 㻘 ᯘ田和人 㻘 加⸨ṇᐅ ： ▼㮯など
でそわれたᗋᮦの⁥り転倒䝸䝇䜽について 㻦 転倒䝸䝇䜽から見たᾎᐊᗋの⁥
りホ౯方ἲに関する研究 ( 䛭の 1)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 529㻙
530㻘 2008
2.56) 高㢌ⰾᫀ 㻘 Ọ田ஂ雄 㻘 ஭ୖஅ彦 㻘 Ώ㎶ோྐ 㻘 加⸨ṇᐅ ： ᗋ㠃の⁥り
特性のホ౯のた䜑の ᐃ要௳ 㻦 転倒䝸䝇䜽から見たᾎᐊᗋの⁥りホ౯方ἲ
に関する研究 ( 䛭の 3)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 533㻙534㻘 2008
2.57) ᯘ田和人 㻘 Ọ田ஂ雄 㻘 ஭ୖஅ彦 㻘 Ώ㎶ோྐ 㻘 加⸨ṇᐅ ： ᪤Ꮡの⁥り
ヨ験ἲのጇᙜ性について 㻦 転倒䝸䝇䜽から見たᾎᐊᗋの⁥りホ౯方ἲに関
する研究 ( 䛭の 2)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 531㻙532㻘 2008
2.58) ஭ୖஅ彦 㻘 Ọ田ஂ雄 㻘 Ώ㎶ோྐ 㻘 ᯘ田和人 ： ᐇ⏝ᆺ⁥りヨ験機によ
る ᐃἲと䛭のጇᙜ性 㻦 転倒䝸䝇䜽から見たᾎᐊᗋの⁥りホ౯方ἲに関する
研究 ( 䛭の 5)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 1007㻙1008㻘 2009
2.59) Ọ田ஂ雄 㻘 ஭ୖஅ彦 㻘 Ώ㎶ோྐ 㻘 ᯘ田和人 ： ᐇ⏝ᆺの⁥りヨ験機の
タィ要௳ 㻦 転倒䝸䝇䜽から見たᾎᐊᗋの⁥りホ౯方ἲに関する研究 ( 䛭の
4)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 1005㻙1006㻘 2009
2.60) 長島明日㤶 㻘 ஭ୖ勝ኵ 㻘 ෠田㝯ኴ 㻘 ᳃本༓᪩ ： 軽㔞ᗋ⾪ᧁ㡢㐽᩿
性能、 転倒時のᏳ඲性、 Ṍ⾜感ぬホ౯からみた᳨ウ 㻦 ఫ✵間における居
ఫ性能からみたᗋ仕ୖ䛢ᮦの㐺ṇᙎ性に関する᳨ウ 㻦 䛭の 2㻘 学⾡ㅮ₇᱾
ᴫ㞟 1㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 725㻙726㻘 2011
2.61) Ọ田ஂ雄 㻦 ᛴ加㏿่⃭を加えた場合の❧఩ጼໃのᏳᐃ性に関するᇶ
♏的研究 㻘 人間工学 㻘 㼂㼛㼘㻘4㻘 㼜㼜.173㻙180㻘 1990
2.62) 小美⃰ᖾྖ 㻘 Ọ田ஂ雄 㻘 大野ኸ人 ： ⾪ᧁ加㏿่⃭のస⏝方ྥと転
倒方ྥ 㻘 人間工学 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 192㻙193㻘 1996
2.63) 小美⃰ᖾྖ 㻘 Ọ田ஂ雄 㻘 大野ኸ人 ： 加㏿่⃭の方ྥに対する人間
の転倒方ྥについての᳨ウ 㻘 人間工学 㻘 㼂㼛㼘㻘 3㻘 㼜㼜. 117㻙127㻘 1998
2.64) ఫྜྷ䜖う子 㻘 ᕝ➃ಇᏹ 㻘 ᐑ野㐨雄 ： つ䜎䛪きによる転倒動సに関する
ᐇ験 ( 建築ィ⏬ )㻘 日本建築学会近␥ᨭ㒊研究報࿌㞟 . ィ⏬系 㻘 㼂㼛㼘㻘 40㻘 
㼜㼜. 241㻙244㻘 2000
2.65) 加⸨ṇ⏨ 㻘 ඵ⸨ᚋ⊛ 㻘 野ᮧṅ 㻘 ᕸ田健 㻘 直஭ⱥ雄 ： 動స ・ ⾜Ⅽから
見た手すりのศ㢮および手すりにかかる人の転倒時Ⲵ重のィ  㻦 ఫ居内ቨ
௜け手すりྲྀ௜けᙉ度のᐃ㔞的ホ౯ἲに関するᐇ験研究 (1)㻘 日本建築学
会ィ⏬系ㄽᩥ㞟 㻘 㼂㼛㼘㻘 584㻘 㼜㼜. 27㻙33㻘 2004
2.66) 㰻⸨ ㄔ二 㻘 ᮧ木 㔛ᚿ ： 高齢者の㞀ᐖ≀䜎た䛞動సにおける㊊
の㌶㊧と఩⨨知ぬに関する研究 㻘 人間工学 㻩 㼀㼔㼑 㻶㼍㼜㼍㼚㼑㼟㼑 㼖㼛㼡㼞㼚㼍㼘 㼛㼒 
㼑㼞㼓㼛㼚㼛㼙㼕㼏㼟㻘 㼂㼛㼘㻘 2㻘 㼜㼜. 172㻙179㻘 2010
2.67) ஭ୖ๛伸 㻘 ᘅ℩秀⾜ 㻘 今Ἠᐶ ： 高齢㞀ᐖ者⏝㌴いす䝤䝺ーキかけᛀ
れ防Ṇ⿦⨨ 㻘 人間工学 㻘 㼂㼛㼘㻘 4㻘 㼜㼜. 183㻙188㻘 1996
2.68) ῝谷₩ ： ㌴᳔子転倒防護⏝䜶䜰䝞䝑䜾の⦆⾪性のホ౯ 㻘 人間工学 㻘 
㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 362㻙363㻘 2004
2.69) 三ᯘὒ介 㻘 田ᐑ高ಙ 㻘 ྜྷᮧᣅᕭ 㻘 一ᮡṇோ ： ㌴いす転倒時の㢌㒊
⾪ᧁ力のィ と஦ᨾ予防 㻘 人間工学 㻘 㼜㼜. 㻿158㻙㻿159㻘 2014
2.70) బᕝ㈉一 㻘 ⚟ᕝு 㻘 ὠᔱඃኴ 㻘 本஭ᖾ介 ： ワーキン䜾メモ䝸を฼⏝し
た二重課題Ṍ⾜特性と健ᖖ高齢者の転倒経験との関㐃性ホ౯ 㻘 人間工学 㻘 
㼜㼜. 㻿160㻙㻿161㻘 2013
2.71) బᕝ㈉一 㻘 ⚟ᕝு 㻘 本஭ᖾ介 㻘 木❧るり子 ： 二重課題Ṍ⾜特性と๪
ḟ課題ᡂ⦼を⤌みධれたワーキン䜾メモ䝸モデルによる健ᖖ高齢者の転倒
経験の㆑ู 㻘 人間工学 㻘 㼂㼛㼘㻘 6㻘 㼜㼜. 342㻙349㻘 2014
2.72) ⚟஭ඃኴ 㻘 ᳃ᰆᶞ 㻘 木下ྐஓ 㻘 高田᐀ᶞ ： ഴᩳゅ度の␗なるᩳ㠃ୖ
での重ᚰ動ᦂに関する研究 㻘 㟁子情報㏻ಙ学会ᢏ⾡研究報࿌ . 㻹㻮㻱㻘 㻹㻱
と䝞䜲䜸䝃䜲䝞ネ䝔䜱䝑䜽䝇 㻘 㼂㼛㼘㻘 361㻘 㼜㼜. 7㻙10㻘 2014
2.73) 高ᶫᚭ 㻘 ᯘ⋢子 㻘 ᚨ田ဴ⏨：転倒஦ᨾに関する研究 㻦 ( 䛭の 1) 転倒・
転ⴠ஦ᨾの加齢によるኚ化 㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻘 建築ィ⏬ 㻘 農ᮧィ⏬ 㻘 
㼜㼜. 713㻙714㻘 1986
2.74) 㡲田┾ྐ 㻘 ⟍῟ኵ 㻘 ஭ୖ⏤㉳子 㻘 ᶓ஭㑳子 㻘 ᶫ本美ⱆ ： 患者䝍䜲䝥
ศけにᇶ䛵いた䝧䝑ド䜎わりおよびト䜲䝺での転倒䜈の≀的対⟇ 㻦 ᛴ性期⑓

院におけるධ院患者の転倒・転ⴠ䜈の≀的対⟇に関する研究 䛭の 2( ⑓Ჷ・
┳護 㻘 建築ィ⏬ 㻵)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻙1㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 437㻙438㻘 2004
2.75) 㡲田┾ྐ 㻘 ⟍῟ኵ 㻘 ᶓ஭㑳子 㻘 ᶫ本美ⱆ ： 患者䝍䜲䝥の人数๭合に
ᇶ䛵く⑓Ჷト䜲䝺の数㔞⟬ᐃ 㻦 ᛴ性期⑓院におけるධ院患者の転倒 ・ 転ⴠ
䜈の≀的対⟇に関する研究 䛭の 3( ⑓Ჷ (1)㻘 建築ィ⏬ 㻵)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 
㻱㻙1㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 207㻙208㻘 2005
2.76) ᚨ田ဴ⏨ 㻘 ᯘ⋢子 㻘 高ᶫᚭ ： 高齢者の転倒஦ᨾㄏ発要因に関する
研究 㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻘 建築ィ⏬ 㻘 㼜㼜. 541㻙542㻘 1988
2.77) 木ᮧさよ子 ： 高齢者᪋タにおけるධᡤ者の⛣動のᏳ඲☜ಖに関する
建築ィ⏬的研究 㻦 高齢者᪋タにおける転倒 ・ 転ⴠ஦ᨾのศᯒを㏻して 㻘 
学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻙1㻘 建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 399㻙400㻘 1999
2.78) ஂಖ㞞人 㻘 野ஂᑿᑦᚿ ： 特ู養護⪁人䝩ー䝮における転倒防Ṇに関
する研究 䛭の 1 㻦 転倒による骨折などの大怪我を㈇った認知症高齢者につ
いて ( 高齢者᪋タの⎔ቃᨵၿィ⏬ 㻘 建築ィ⏬ 㻵)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻙1㻘 
建築ィ⏬ 㻵㻘 㼜㼜. 405㻙406㻘 2008
2.79) 三浦研 ： 特ู養護⪁人䝩ー䝮のᗋの⾪ᧁ力྾཰性と転倒 ・ 転ⴠ骨
折 ( 建築ィ⏬ )㻘 日本建築学会近␥ᨭ㒊研究報࿌㞟 . ィ⏬系 㻘 㼂㼛㼘㻘 52㻘 㼜㼜. 
189㻙192㻘 2012
2.80) 三浦研 㻘 高木⩧子：認知症高齢者䜾ルー䝥䝩ー䝮の建≀構㐀と転倒・
転ⴠ骨折 ( 建築ィ⏬ )㻘 日本建築学会近␥ᨭ㒊研究報࿌㞟 . ィ⏬系 㻘 㼂㼛㼘㻘 
53㻘 㼜㼜. 25㻙28㻘 2013
2.81) 三浦研 ： 特ู養護⪁人䝩ー䝮のᗋが転倒 ・ 転ⴠ骨折にཬ䜌す影響 㻘 
日本建築学会ィ⏬系ㄽᩥ㞟 㻘 㼂㼛㼘㻘 698㻘 㼜㼜. 883㻙890㻘 2014
2.82) 三浦研 㻘 高木⩧子 ： 䜾ルー䝥䝩ー䝮の建≀特性が骨折にཬ䜌す影響
䛭の䠍䚷転倒 ・ 転ⴠ骨折数のศᯒを㏻して 㻘 日本建築学会ィ⏬系ㄽᩥ㞟 㻘 
㼂㼛㼘㻘 711㻘 㼜㼜. 1027㻙1035㻘 2015
2.83) ᒾ஭今ᮅ඾ 㻘 直஭ⱥ雄 ： ఫ宅における日ᖖ⅏ᐖの᥎⛣に関する⤫ィ
的ศᯒ (2) 㻦 「ቒⴠ」 「転ⴠ」 「転倒」 「⁒Ỉ」 を対㇟として 㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 
㻱㻘 建築ィ⏬ 㻘 農ᮧィ⏬ 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 1195㻙1196㻘 1994
2.84) 加⸨㱟一 㻘 ᫍୟ二：居ఫ⎔ቃにおける健康⥔ᣢ増進に関する研究 ( 䛭
の 35) 㻦 䜶䝺䝧ー䝍ーの↓いᅋ地のఫ居㝵数が自❧高齢者の転倒、 生Ꮡ、
外出活動にཬ䜌す影響 㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻰㻙1㻘 ⎔ቃ工学 㻵㻘 㼜㼜. 1141㻙
1142㻘 2010
2.85) ☾田ಙ㈼ 㻘 ὸ野均 㻘 田⏿㑥雄 㻘 田中和子 㻘 中ᮧᦶ⣖ 㻘 ᇼ内䜅き 㻘 Ᏻ
ᕝᥭ子 ： 在宅高齢者の自宅での転倒の⫼ᬒに関するㄪᰝ ・ ⪃ᐹ ( 高齢者 ・
㞀がい者のఫ䜎い 㻘 建築ィ⏬ 㻵㻵)㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻙2㻘 建築ィ⏬ 㻵㻵㻘 㼜㼜. 
365㻙366㻘 2011
2.86) ➲Ὀஅ 㻘 田中直人 ： 脳༞中∦マ䝠者のఫ宅内における転倒のᐇែお
よび対ᛂ≧ἣに関するㄪᰝ 㻦 脳༞中∦マ䝠者のఫ⎔ቃの䝴䝙䝞ー䝃ルデ䝄
䜲ンに関する研究 ( 高齢者 ・ 㞀がい者のఫ䜎い 㻘 建築ィ⏬ 㻵㻵)㻘 学⾡ㅮ₇᱾
ᴫ㞟 . 㻱㻙2㻘 建築ィ⏬ 㻵㻵㻘 㼜㼜. 367㻙368㻘 2011
2.87) ᆏ本⹒ 㻘 ඵ⸨ᚋ⊛ 㻘 中田 ᙎ ： ఫ宅内における高齢者の転倒஦ᨾ
ᐇែに関する研究 ( ఫ宅と⚟♴ (1)㻘 建築ィ⏬ 㻘2013 年度日本建築学会大
会 ( ໭ᾏ㐨 ) 学⾡ㅮ₇会 ・ 建築デ䝄䜲ン発⾲会 )㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 㼜㼜. 
1253㻙1254㻘 2013
2.88) ⴠ合修 㻘 長谷ᕝᩔᚿ 㻘 ኳ⚄Ⰻஂ 㻘 直஭ⱥ雄 ： 日ᖖ⅏ᐖの発生頻度
ᢕᥱのた䜑の研究 㻦 ለⴠ、転ⴠ、転倒஦ᨾに関する᪋タ者䜈の䜰ン䜿ート 㻘 
学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻘 建築ィ⏬ 㻘 㼜㼜. 607㻙608㻘 1987
2.89) ⊁野ᚭ 㻘 ⛅山ဴ⏨ ： 高齢者と子౪の転倒஦ᨾの特ᚩ 㻦 転倒஦ᨾから
みた生活⎔ቃのᏳ඲性に関する研究 㻙1㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻙2㻘 建築ィ⏬
㻵㻵㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 109㻙110㻘 1998
2.90) ⊁野ᚭ ： 㒔ᕷ在ఫ高齢者の転倒஦ᨾの特ᚩ 㻦 転倒஦ᨾから見た
生活⎔ቃのᏳ඲性に関する研究 㻙2㻘 学⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 . 㻱㻙2㻘 建築ィ⏬ 㻵㻵㻘  
㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 353㻙354㻘 2000
2.91) 田ᮧెឡ 㻘 ⩚山ᗈᩥ 㻘 ୖ田ዲ美 㻘 ⤮内ṇ㐨 㻘 野口Ꮥ博 㻘 ᳃ኴ㑻 㻘 長
谷ᕝ㞞ᾈ ： ᩆᛴᦙ㏦デー䝍を⏝いた㒔ᕷ ・ 建築のᏳ඲性に関するㄪᰝศ
ᯒ 㻦 䛭の 3 ᕷ⾤地の転倒஦ᨾ発生≧ἣのㄪᰝศᯒ ( 研究ጤဨ会報࿌ 㻦 㒔
ᕷ ・ 建築のᏳ඲性ホ౯ )㻘 日本建築学会໭ᾏ㐨ᨭ㒊研究報࿌㞟 㻘 㼂㼛㼘㻘 78㻘 
㼜㼜. 343㻙346㻘 2005
2.92) 小野ⱥဴ ： 人のୖり 㻘 下り時の㈇ᢸからみた段ᕪとᩳ㊰のẚ㍑ 㻘 日本
建築学会構㐀系ㄽᩥ㞟 㻘 㼂㼛㼘㻘 601㻘 㼜㼜. 31㻙36㻘 2006
2.93) 野田美ಖ子 㻘 木田和ᖾ 㻘 三田⚰㐀 ： 高齢者の転倒の外的要因として
のᒚき≀の研究 㻦 䝇䝸䝑䝟と䝞䝺ー䝅䝳ー䝈のẚ㍑ ( 䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅ョン ・ 㐠
動療ἲ 㻘 一⯡口₇ 㻘 ➨ 60 回 日本体力医学会大会 )㻘 体力科Ꮵ 㻘 㼂㼛㼘㻘 6㻘 
㼜㼜. 680㻘 2005
2.94) ᒸ田Ἃᘺ㤶 㻘 ᕷᕝ美和子 㻘 金஭❶ ： 䝇䝸䝑䝟౑⏝時の㊬䛞動సの᳨
ウ 㻘 日本理学療ἲ学⾡大会 㻘 㼂㼛㼘㻘 㼜㼜. 㻭1098㻙㻭1098㻘 2008
2.95) 金஭❶ 㻘 ᳜田和ஓ 㻘 ୧ゅ友ኴ 㻘 ኴ田進 㻘 ኴ田秀ᶞ 㻘 㑣㡲友和 㻘 㓇஭
ᆂ一 ： 䝇䝸䝑䝟ᙧ≧の㐪いによるṌ⾜Ᏻᐃຠᯝの᳨ド 㻘 日本理学療ἲ学⾡
大会 㻘 㼜㼜. 48100937㻙48100937㻘 2013
3.1) 㻱㼙㼕㼗㼛 㼁㼏㼔㼕㼥㼍㼙㼍㻘 㻴㼕㼞㼛㼟㼔㼕㼓㼑 㻹㼍㼠㼟㼡㼙㼛㼠㼛㻘 㻹㼍㼞㼕㼚㼍 㻴㼍㼙㼍㼐㼍㻘 㻹㼕㼛 㻯㼔㼛㼗㼕㻘 
㻯㼔㼕㼑 㻿㼡㼦㼡㼗㼕㻘 㼅㼡㼒㼑㼕 㻲㼡㻘 㻭㼗㼕㼗㼛 㻺㼕㼟㼔㼕㼚㼛㻦     㻰㼑㼟㼕㼓㼚㼕㼚㼓 㼎㼡㼕㼘㼠 㼑㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠㼟 㼠㼛 
㼜㼞㼑㼢㼑㼚㼠 㼒㼍㼘㼘㼟㻘 㼒㼍㼘㼘㻙㼞㼑㼘㼍㼠㼑㼐 㼒㼞㼍㼏㼠㼡㼞㼑㼟㻘 㼍㼚㼐 㼜㼛㼟㼠㻙㼒㼍㼘㼘 㼔㼛㼙㼑 㼏㼛㼚㼒㼕㼚㼑㼙㼑㼚㼠㻘 㼀㼔㼑 
㻳㼑㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘 㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼥 㼛㼒 㻭㼙㼑㼞㼕㼏㼍㻘㻼㼛㼟㼠㼑㼞㻘 2015.11
3.2) 㻴㼕㼞㼛㼟㼔㼕㼓㼑 㻹㼍㼠㼟㼡㼙㼛㼠㼛㻘 㻱㼙㼕㼗㼛 㼁㼏㼔㼕㼥㼍㼙㼍㻘 㻿㼔㼕㼚㼓㼛 㼅㼛㼟㼔㼕㼐㼍㻘 㻷㼥㼛㼡㼚㼓㼙㼕㼚 
㻷㻵㻹㻘  㻷㼛㼡㼔㼑㼕 㻹㼕㼗㼕㻘 㻮㼛㼗㼥㼡㼚㼓 㻿㼛㼚㻘 㻭㼗㼕㼗㼛 㻺㻵㻿㻴㻵㻺㻻 ： 㻰㼑㼟㼕㼓㼚㼕㼚㼓 㼎㼡㼕㼘㼠 
㼑㼚㼢㼕㼞㼛㼚㼙㼑㼚㼠㼟 㼠㼛 㼜㼞㼑㼢㼑㼚㼠 㼒㼍㼘㼘㼟㻘 㼒㼍㼘㼘㻙㼞㼑㼘㼍㼠㼑㼐 㼒㼞㼍㼏㼠㼡㼞㼑㼟㻘 㼍㼚㼐 㼜㼛㼟㼠㻙㼒㼍㼘㼘 㼔㼛㼙㼑 
㼏㼛㼚䟺㼚㼑㼙㼑㼚㼠㻘 㼀㼔㼑 㻳㼑㼛㼘㼛㼓㼕㼏㼍㼘 㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼥 㼛㼒 㻭㼙㼑㼞㼕㼏㼍㻘㻼㼛㼟㼠㼑㼞㻘 2015.11
4.1) 三ᯘὒ介 㻘 田ᐑ高ಙ 㻘 ྜྷᮧᣅᕭ 㻘 一ᮡṇோ ： ㌴いす転倒時の㢌㒊
⾪ᧁ力のィ と஦ᨾ予防 㻘 人間工学 㻘 㼜㼜. 㻿158㻙㻿159㻘 2014
4.2) ᶫṇὒ 㻘 Ụཎ⩏ᘯ 㻘 島田勝ⱥ 㻘 ๓田῟一 㻘 ∦野⏤㤶㔛 㻘 బ⸨ᡣ㑻 ：
モデルィ⟬による❧ちୖがり動స時の関⠇トル䜽ィ  㻦 ጇᙜ性および問題
Ⅼの᳨ウ 㻘 䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅ョン医学 㻦 日本䝸䝝䝡䝸䝔ー䝅ョン医学会ㄅ 㻘 㼂㼛㼘㻘 
2㻘 㼜㼜. 107㻙113㻘 1990
4.3) ᅜ❧健康 ・ ᰤ養研究ᡤ ： ᨵゞ∧ 䛄身体活動のメ䝑䝒 (㻹㻱㼀㼟) ⾲䛅 㻘 
2012 年 4 月 11 日ᨵᐃ∧
4.4) ᆏ本⹒ 㻘 ඵ⸨ᚋ⊛ 㻘 中田 ᙎ ： ఫ宅内における高齢者の転倒஦ᨾᐇ
ែに関する研究 㻘 建築ィ⏬ 㻘2013 年度日本建築学会大会学⾡ㅮ₇会学
⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟 㻘 㼜㼜. 1253㻙1254㻘 2013
4.5) 東京ᾘ防ᗇ 㻴㻼㻘 ᩆᛴᦙ㏦デー䝍から見る高齢者の஦ᨾ 〜日ᖖ生活
の中での高齢者の஦ᨾを防䛠た䜑に〜 㻘 㼔㼠㼠㼜㻦㻛㻛㼣㼣㼣.㼠㼒㼐.㼙㼑㼠㼞㼛.㼠㼛㼗㼥㼛.㼖㼜㻛
㼘㼒㼑㻛㼠㼛㼜㼕㼏㼟㻛201509㻛㼗㼗㼔㼍㼚㼟㼛㼡㼐㼑㼠㼍.㼔㼠㼙㼘㻘 2017.1.19 ཧ↷
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